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株式会社 遠藤製作所

C o m p a n y  P r o f i l e   
エミダス会員番号：72643

●所 在 地 〒990-0051
 山形県山形市立谷川二丁目485番10 
●TEL／FAX TEL：023-685-5015
 FAX：023-685-5016
●ＵＲＬ http://www.endo-m.com/
●設　　立 1961年（昭和36年）5月
●従業員数 80名
●主要三品目 •リニアガイド
 •インクジェットプリンターヘッド部品
 •電子顕微鏡構成部品
●得意＆特異技術
　ステンレス、難削材の加工を主に、極小ドリル、
エンドミル加工を得意としている。量産加工に特
化した本社工場、多品種小ロットに力を入れて
いる第二工場、コスト削減や市場拡販に強いベ
トナム工場の３拠点の連携により、幅広いサポー
トを行っているのが何よりの特徴。特に要精度
量産品を得意としており、実績としては公差0.01
～0.05、ロット1,000個～100,000個など。

フック首相（ベトナム）、安倍首相とベトナム・ハノイにて

代表取締役社長

遠藤  聡
1974年、山形県生まれ。専門学校で建築を学んだ後、東京で設計事務所に
勤務。2005年遠藤製作所へ入社。専務取締役を経て、2012年代表取締役社
長に就任。趣味はキャンプ。 
◆『三位一体』サポートによる連携
2012年8月、遠藤氏がまだ専務取締役だった時、ベトナム・ハノイに工場を設
立した。これにより、現在の遠藤製作所の一番の強みである『三位一体』のサ
ポートが確立されることになる。
「三位」とは、量産(本社工場)・多品種少量(第二工場)・低コスト(ベトナム工
場)のこと。生産拠点を海外に移すと考えるのではなく、それぞれの工場が特
性を持つことで、互いに活性化し合っている。
この互いのサポート体制により、今では本社40名ほどだった従業員数が80名
近くに、10数名だったベトナム工場スタッフも100名ほどに増えた。ここまでの
順調な成長は予想していなかったが、ベトナムに工場を出したことで、直接的
にも間接的にもいい関係が作れた。「発展途上国は元気があっていい」と遠
藤社長は言う。
◆企業に必要な“ブランディング”
創業55期にあたる2016年売上高は、10年前の売上に比べ3倍以上にまで伸
びている。今期は更に30％増の売上を見込んでいる。
この好調の基には、ビジョン先行型の組織作りがある。遠藤社長が入社10年
かけて注力してきたブランディングが功を奏した。どんな組織になりたい
か......今後は5ヶ年計画に則って、連結売上20億利益率10％を目指し、まず
は省人化に注力していく。

表紙の
人

（えんどう　さとし）

サービスを支える
「三つ」の連携

サービスを支える
「三つ」の連携

表2 表3

■資料請求

E-mail：mag@nc-net.or.jp

■アンケート

エミダス会員企業紹介

ご希望の資料に　印をつけてください。〔資料は各企業もしくはＮＣネットワークからお送りします。〕

皆様よりいただいたご意見・ご感想は、
今後の参考にさせていただきます。

ご意見・ご感想などをご記入ください

資料請求・アンケートにご協力いただいた方の中から抽選でプレ
ゼントいたします。
申し込み締め切りは2017年4月30日（日）です。必要事項をご記入
の上、左の切りとり線で切り取っていただくか、コピーしていただき、
FAXでお送りください。
E-mail：mag@nc-net.or.jpでも受け付けております。
当選者の発表はプレゼントの発送をもってかえさせていただきます。

ご記入ありがとうございました。

□　遠藤製作所（P.3）
□　武州工業（P.6～9）

＜特集＞  IoT

□　リコーインダストリー（P.12）
□　ワールド山内（P.14）
□　HILTOP（P.16）
□　飯山精器（P.18）

経営者の軌跡

□　最上インクス（P.24）

エミダススタイル

□　松本製作所（P.31）

■プレゼント
製造業小説「削り屋」……………… ３名様

そ　の　他

□　FANUC（P.2）
□　富士電子工業（P.20）
□　フュージョン（P.38）
□　エステーリンク（P.38）
□　マルマエ（P.38）
□　キャステム（P.38）
□　日進工具（裏表紙）

会社名

エミダス会員番号

郵便番号／住所

お名前

部署／お役職

電話番号

E-mail

年齢

FAX：03-5822-1488

資料請求・アンケート
FAXシート
資料請求・アンケート
FAXシート
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ROBOCUT @-C+B ! 

ROBODRILL @-D+B ! ROBOSHOT @-S+A ! 

ROBONANO @-NM+A 

FIBER LASER FF6000+-MODEL A

@+-B/#+-B  SERVO

Series 0+-MODEL F

Series 30+/31+/32+/35+-MODEL B

R-2000+C/270FM-1+ACR-35+ACR-7+A/L

Edge Heavy

ファナック株式会社
本社〒401-0597　山梨県忍野村 0555(84)5555（代）

http://www.fanuc.co.jp
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表紙の人
〈挑戦する人〉

ＩｏＴ

31株式会社松本製作所 ／ 繰り返すことで育つ、“開発型”企業の戦略

サービスを支える「三つ」の連携

目指したのは“ラーメン屋のモノづくり”

＜エミダス・スタイル＞

■ EMIDAS Information
＜エミダス・インフォメーション＞ 36会員MAP

株式会社遠藤製作所　代表取締役社長　遠藤 聡

武州工業株式会社　代表取締役　林 英夫

下請法改正ほか
「エミダスだよ！全員集合!!」レポート
ハノーバー・メッセ共同出展告知

ニッポン製造業に賭ける経営者 36
素 　 顔

C h a l l e n g e r

■ EMIDAS STYLE

挑戦する製造業のための情報誌［エミダスマガジン］

CONTENTS

24株式会社最上インクス　相談役　鈴木 三朗

海外拠点だより （NCネットワークベトナム／NCネットワークアメリカ／ＦＮＡ）

■経営者の軌跡

30
■展示会情報一覧

32

■ ＮＣネットワークニュース
21

国内拠点だより
■ NC拠点だより

26
■ World Column＆展示会情報

35■ 新規エミダス会員紹介

リコーインダストリー株式会社／
現場のためになるＩｏＴをめざした“つながる工場”への取り組み
株式会社ワールド山内 ／ 一元化された社内システムによる未来を見据えたものづくり
HILLTOP株式会社 ／  ＩｏＴを駆使したアルミ単品加工　24時間稼働工場
飯山精器株式会社 ／ 加工屋が作る生産管理システム

＜連絡先＞
■株式会社NCネットワーク
 〒111-0052
東京都台東区柳橋１丁目４－４ ツイントラスビル８階
TEL：03-5822-1482　　FAX：03-5822-1488
URL:http://www.nc-net.or.jp/
MAIL：mag@nc-net.or.jp
Facebook： ncnetwork　　
Twitter： @ncnetwork

●発　　行　株式会社 NCネットワーク
●発行部数　25,000部　
●発 行 人　内原康雄
●編 集 人　河野桃子
●制　　作　株式会社創芸社
●写　　真　引地信彦（表紙、連載「素顔」）
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本号は、2017年新年初の「エミダスマガジン」です。

今年もよろしくお願いします。

 

昨年度のＮＣネットワークは、自動車ポータルサイト「マークラインズ社」との

提携、ＦＮＡ（ファクトリーネットワークアジア）との資本提携など、いろいろ

な企業と提携をさせていただき、製造業向けサービスの充実を図った一年でし

た。

 

2016年前半は、円相場がメーカーの投資に大きな影響を与える状況になり、全

体的に動きは鈍かったのが実情でした。しかし、後半、円安に振れたことでメー

カーの設備需要が前進し、2017年前半は、そこそこの景況感かと感じています。

 

しかしながら、本来であれば、景況感や円相場に左右されず、ニーズにあった商

品を作っていくのが製造業の役割です。

 

自動車業界は、日本製造業の中で大きな存在地位を占めるでしょう。

航空機業界は、今後10年で倍の伸びが期待されます。

医療機器業界は、増加し続ける医療費の中でいかにコストダウンが出来るか注目

されます。

介護機器・福祉機器業界は、高齢化が進む中で必要な分野です。

電力業界は、風力・火力・原子力などエネルギーを担っています。

ロボット業界は、世界中の工場が自動化するために必要です。

 

これら業界をはじめ、今後も成長が大きく見込まれる分野は多々あります。

 

そこに向けて、人のためになる技術開発を行い、普通の人が普通の価

格で購入できるような製品をつくることが、製造業界の永遠の目標

です。

 

そんな挑戦する製造業とともに、邁進していく所存です。

本年もよろしくお願いします。

ＮＣネットワーク 代表取締役

内原　康雄

新年号にあたって
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素顔

目指したのは

“ラーメン屋の

モノづくり”

武州工業株式会社　代表取締役

林　英夫
はやし・ひでお

に彫って、文字が朱色に出るようにしたもの
を朱

しゅ

文
ぶん

。逆のものを白文という。彫る部分が
多いので朱文のほうが手間がかかる。それ
でも彫り始めれば早くて30分で仕上げる。
　問題はどのような書体をどう配置するか
だ。その印を押した年賀状を受け取る方々
の顔を思い浮かべながら、ヒデちゃんは想
を練る。

武州工業株式会社代表取締役・林英夫
――ヒデちゃんはそう語る。
　どうせなにか始めるなら、長く続けられ目
標が持てるものがいい。それで、この賀印の
篆
てん

刻
こく

に至った。毎年、年末になると、正月の
賀状に押すための干支を刻む。“還暦”と言
われる様に、干支を60個刻むと、90歳まで
かかる勘定だ。印章で、文字の部分を凸形

自分と向き合う時間

　小さな石に刻んでいるのは干
え と

支の賀
が

印
いん

で
ある。始めたのは30歳の時だ。「製造部長と
して現場に出た頃でした。とにかく忙しかっ
た。それに、周りにいるのは先輩ばかりでし
たからね、気を遣うことも多かった。静かに
自分と向き合う時間が欲しかったんです」

次ページへつづく

ニッポン製造業に賭ける経営者36
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素顔

目的はデータ管理、IoT はその手段

機
はた
を織る音

　ヒデちゃんの旧姓は鈴木。鈴木家は、機
は た お

織
り工場を営んでいた。ヒデちゃんが生まれた
東京北西部の市・青

お う め

梅は、青梅縞といって格
子や縞柄の綿織物の産地だった。特に夜

や

具
ぐ

地
じ

（ふとん用の側
がわ

生
き じ

地）は有名だった。
　ヒデちゃんの実家も夜具地を自動織

しょっき

機で
織っていた。近所にはのこぎり屋根の機織り
工場が軒を連ね、その下には自動織機がずら
りと並んでいた。しかし、いつの間にか工場か
ら機織りをする音が消えた。ふとんの側生地
も木綿生地に柄をプリントするようになった
のだ。
　機織り工場を閉めた父は、陸軍時代に習
得した経理の知識で、東急百貨店の前身で
ある吉祥寺名店会館に役員待遇で勤めるこ
とになった。
　そうした中、時代の流れに逆らうように機
織り業を続ける叔父と、ヒデちゃんは仲がよ
かった。彼らをつないでいたのは、趣味の模
型づくりである。
　小学生時代、エンジン付き飛行機を２本の
ワイヤで操縦するUコンに始まり、やがてラジ
コンを経て、中学３年でアマチュア無線の資
格を取り、高校時代にはラジオづくりに手を
染めていた。

武州工業へ

　日本大学生産工学部に進学したヒデちゃ
んは、『ラジオの製作』という月刊誌で記事を

書くまでになっていた。
五反田の編集部に出向き、「来月号はなんで
いく？」「低周波発信機をつくります」といった
打ち合わせののち、帰りに秋葉原によって部
品を購入。
　回路図と、製作方法を原稿に書き、製品と
ともに納品する。原稿料のほか部品代を負担
してくれ、製品も雑誌掲載が済むと返してく
れる。ヒデちゃんは製品を友だちに売って小
遣いにした。これを大学１年の秋から在学中
いっぱい行っていた。
　卒業後は「メカトロ屋になろうと思ってたん
です」と語る。メカニクス（機械工学）とエレク
トロニクス（電子工学）とを結合した技術分野
こそが、自分の持てる特技を最も発揮できる
舞台と考えたのだった。
　そして、カメラメーカーに就職。シャッタース
ピードを自動制御する技術を初めて開発した
そのメーカーは、自分の希望通りの職場であ
り、配属も設計部になった。
　ところが２年後、粉飾決算で会社の経営が
怪しくなった。それと期を同じくして、見合い話
が持ち上がる。相手は母の親友の娘・のり子
であった。
　のり子の家は板金会社・武州工業。のり子
の兄でひとり息子の亨

とおる

が歯科医になり、家
業を継がないことから婿養子を探していたの
だ。
　鈴木家は男ばかりの４人兄弟。ヒデちゃん
はその３番目で、モノづくりの会社に入れるな
ら、婿に行くのもいいだろうと考えた。
　当人同士も好意を持ち、話はまとまり結婚
へ。そののり子さん、当時20歳の女子大生で

あった。

ユニークな先代社長

　武州工業に入社したヒデちゃんは、なぜか
歯科技工学校に通っていた。亨が歯科医院
を開き、その技工部門を武州デンタルラボラ
トリーという部署を設けて取引しようと、父で
ある善兵衛社長が考えたのだ。善兵衛の印
象について「豪快で凝り性のワンマン」とヒデ
ちゃんは語る。善兵衛は37歳で始めたゴルフ
が１年でシングルの腕前になり、やがてハン
ディキャップがゼロに。鯉の養殖に凝り、武州
工業内に養

よう

鯉
り

部を設けた。このほか鰻
うなぎ

の養殖
を行う養

よう

鰻
まん

部も開いている。
　黒い鯉に赤と白の模様が浮かぶ昭和三色
という分類の中で善兵衛昭和というブランド
まで生み出した善兵衛の眼力だが、武州デン
タルラボラトリーの運営に関してはうまくいか
ず撤退することに。しかし、養鯉にせよ養鰻に
せよチャレンジできるのは会社本体の経営が
しっかりしている証である。そして、ヒデちゃん
はその本体である製造現場に出ることになっ
た。
　30歳で製造部長に。そして、忙しい日々を
送る中で篆刻に出会うのである。

ついにメカトロ屋に

　1992年、ヒデちゃんは40歳で武州工業の
社長に就任した。当時、同社の就業規則では、
従業員が60歳定年。役員定年が65歳であっ
た。善兵衛は、他の役員がこの規則通りに退職

したのにならって勇退したのであった。
　しかし、ヒデちゃんが社長になった1992年
はバブル崩壊期と重なり、売上は下がり続け
た。
　それでも、専務時代から取り組んできた一
個流し生産（セル生産）により、経営が危機
的状況に陥るのを免れた。
　たとえば自動車なら、４～５年でモデルチェ
ンジがなされる。モデルチェンジ直前の車は
売れなくなり、当然、この車にかかわる部品
の発注も激減する。この時、量産ラインは無
用の長物となる。この大

たいかん

鑑巨
きょほう

砲に対して、ヒデ
ちゃんは「ミニ設備」と呼ぶ機械をつくり対応
することにしたのだ。
　各設備を小さく改造し、Ｕ字型に配置す
る。その中央に一人の作業者が入り、複数の
工程を一連の流れで完成まで仕上げる「一
個流し生産」を行うのだ。たった一人で自社
設備の開発から１個の部品をつくり上げるま
で一貫して行うことを、ヒデちゃんは「“ラーメ
ン屋のモノづくり”と私は呼んでます」と笑う。

「ラーメン屋は１杯ずつつくっていくわけです
から、虫が入れば、その１杯を捨てればいい。
ところが、カップ麺の製造であれば、虫が紛
れ込んでしまったら、ラインをストップして原
因追求しなければならない。場合によっては

ライン全体の設備を入れ替えるか、工場を建
て直さなければならなくなる」
　ひとりの作業員が一貫製造を行うことで、
不良品は途中で３Z保証（作らず・流さず・受
け取らず）で見つかる様にしている。したがっ
て、同社には検査課がない。
　これで、注文が多く入る時には、ミニ設備を
たくさんつくり、注文が減れば、ほかの用途に
転用すべくミニ設備を改造する。ここにこそ、
ヒデちゃんが子どもの頃から蓄積してきたメ
カトロニクスのノウハウが遺憾なく発揮されて
いる。ついにヒデちゃんはメカトロ屋になった
のだった。
　一人で一個の製品の完成までできるのだ
が、実はさらに、同時進行でパイプ曲げなど
時間のかかる作業を行っている。つまり直列
ではなく、並列で効率のよい作業をしている
わけだ。ミニ設備と１個流し生産は、設備の
過剰負担がなく、変種変量生産に対応でき
る。
「ラーメン屋のモノづくりは、ラーメン屋のフ
ランチャイズを増やしていくことが必要なので
すが、１店１店のベクトルの統一が必要にな
ります。つまり、作業員のレベル合わせが大切
になってくるわけです」
　ヒデちゃんはＢＩＭＭＳ（Busyu intelligent 

Manufacturing Management System）の
開発によってこれを可能にした。機械にiPod 
touchや、安価に開発をした機器を設置し、
出退勤から生産指示、倉庫在庫管理、工程
不良管理、状況分析をリアルタイムで行う。

「機械と機械をつなぐのがIoTではなく、目的
はデータ管理なんです。IoTはそのための手
段です」
　同社の製造現場で運用中のシステムは「Ｂ
ＩＭＭＳｏｎ ＡＷＳ」として、中小製造業向け
の総合情報管理システムとして販売される。

「社外秘にしていたシステムですが、日本の
モノづくり全体が強くなければとシェアするこ
とを決めました」
　システムだけではない「ミニマムスペックの
設備開発とラーメン屋のモノづくりで、日本製
造業界にＬＣＣ（low-cost country）価格を
実現し、海外生産しなくても勝てる仕組みを
確立したい」と意気込む。
　夢は、という問いに「ハッピーリタイアじゃな
いかな」と笑うヒデちゃんだったが、アメリカ
法人の進出を見据えて、それはまだまだ先の
ことになりそうだ。

　（取材･文＝上
うえ

野
の

 歩
あゆむ　

）

◆会 社 名	 武州工業 株式会社
◆所 在 地	 〒 198-0025　
	 東京都青梅市末広町 1-2-3
◆TEL／FAX	 TEL： 0428-31-0167
	 FAX： 0428-31-3774
◆創　　業	 1952 年
◆従 業 員	 160 名

◆URL　http://www.busyu.co.jp/  
◆主要三品目
	 ・パイプ曲げ加工 / 端末加工（アルミ・ＳＵＳ・真鍮等各種）
　・2 次元・3 次元レーザー切断加工・板金プレス加工
　・真鍮ロー付け・各種パイプ溶接加工
◆お問い合わせ　平井 直之

エミダス会員番号：77273

ニッポン製造業に賭ける経営者36

Company Profile
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Internet of Things

中小製造業へのIoTアンケート

IoT
IoTブームが業界を包み込んでいる。
国内外の展示会は、IoT一色になりつつある。

IoT のインフラを作っている企業群

特集

株式会社NCネットワーク　代表　内原 康雄

（図１）について、IoT のインフラを作っている企業群を見てみよう。
Google、Apple、Amazon、Cisco、日本からは日立、NTT、ソフトバンク。
実際のものづくりをしている企業群……
自動車＝トヨタ、ホンダ、日産、GM、ベンツ、ワーゲン　etc
インフラ＝日立、東芝、三菱重工、GE、シーメンス　etc
そして、メーカーへ部品を供給している製造工場。
さらに、ソフトウェアを提供している生産財メーカーや、ソフトウェアベンダー。

　IoTにおいての主な考え方の根底

にあるのは、インターネットで人と

企業が繋がり、消費者のニーズを拾

うことが容易になる、ということ

だ。製造業界でも、顧客情報をもと

に、様々な商品をニーズに沿って販

売する場合の情報最適化が出来るこ

とで、多品種小ロット製品や、一品

生産品などのニーズを製造者が知る

ことが出来るようになる。製造工程

を繋いでいくことで、工場の見える

化にも有効だ。

　日本では、30年ほど前から、この

IoTブームを予測した動きを行ってき

たといえるだろう。インターネット

が一般に流通するようになった1995

年頃から、ネットワークの重要性が

論じられるようになった。

　製造業界での流れを見ると1980年

代にファナック社製のCNCが、製造

業界のスタンダードになった。そし

て、汎用工作機械がＮＣ化されてい

き、必然的にCAD/CAMと工作機械

がネットワーク化されていった。工

場がネットワーク化することで、設

備の稼働率、センサーの稼働状況

や、品質システムなどの管理が遠隔

で出来るようになった。

近年、あらためてIoTという言葉が出

てきたが、実際の製造工場のIoT化

は、すでに30年以上も前から構築が

スタートしている。

　様々な企業群が、IoTインフラに向

けて、様々な仕組みを構築中であ

る。これらのサーバーに貯められた

ビックデータをいかに活用するかが

重要だ。しかし、あまりに膨大なビ

ックデータをどこから活用していく

かを考えると思考が停止してしまう

わけだ。

　ものづくりフィールドの中には

様々なメーカーがあるが、これらメ

ーカーの製造情報がオープン化され

ることは、これからも無いだろう。

これらの系列においては、それぞれ

の系列の中で、系列内IoTシステム

（あるいはインダストリー4.0）が起

きている。

　しかし、消費者に近い玩具や、家

具、フィギュアなどの世界では、消

費者のニーズをすぐに形にすること

が簡単に出来るようになった。オー

プン化できるIoTシステムとクローズ

の中で製造していくIoTシステムが共

存していく形となる。

　重要なのは、製造業者が、それを

どう利用するか？ということだ。利

用方法が問題なのだ。 

　これまで日本は、最先端に、

CAD/CAM、CAE、工程管理、品質管

理などのツールを使いこなしてき

た。今後も同じである。iPhoneや、

iPad、そこに入っているソフト（映

像ソフト、音声ツール、ネットワー

クツール）などを使いこなし、利用

すればいいだけだ。

　IoTのインフラが提供してくれるビ

ックデータや、クラウドを使いこな

し、さらに系列内から提供される 

IoTデータを利用し、最先端、最速の

ものづくりを行っていくのが日本製

造業の使命である。

何も、問題はない。

　日本は、使いこなせる、使いこな

している。

リコーインダストリー株式会社

株式会社ワールド山内

HILLTOP株式会社

飯山精器株式会社

p12

p14

p16

p18

製造業に関わる50社にアンケートを実施しました。

図１

Data Base

OPE
N

CLOS
E

ユーザー

ものづくり
フィールド
ものづくり
フィールド

ソフトウェア

ものづくりの現場

クラウドサービス

CAD/CAM/CAE
生産財管理システム
工作機械
ロボットプログラム

Google, MicroSoft,
ドコモ , Apple, Amazon
ソフトバンク 等

自動車 医療

航空機

生産財メーカ

インフラ

玩具

ニーズ

提供

loT / インダストリー4.0

フィギュア
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を進めるメーカーの取り組みIoT

リコーインダストリー株式会社
ＥＳ事業部
■設立：2012年12月19日
■住所：神奈川県厚木市下荻野1005番地 
■T E L：050-3817-5325
■事業内容：事務機器、光学機器、印刷機器、機械装
置などとこれらの消耗品などの製造ならびに販売など

を瞬時に察知し、各所へ知らせることができ
る。さらに、共有された各種情報は、電子黒板
（IWB）を介して書き込みながら打合せが可
能なので、離れた場所からでも技術者が現場
を把握、指示を出すことができる。このよう
に、確認・解析のための時間を短縮し、簡単
にトラブルの原因を確認することができるの
が、IPSシステムだ。事実、社内で生産情報を
すべてのオペレータに迅速に共有した結果、
リコーインダストリーは低コスト、高品質を実
現している。
　これらシステムは、「どのような声に耳を傾
ければ、現場のためになるIoTとなるのか？」
を大切にした結果、現場からの改善の声を元
に改良を重ねて現在の姿になった。ビデオに
よる工場の録画は、2010年には限定された
箇所での24時間録画と、不具合発生時の確
認のみに使用されていた。しかし翌2011年に
はカメラの小型化などにより、システムひとつ
につき最大８ヶ所までカメラ設置が可能とな
り、より細部の監視が可能となった。さらに
2013年には、リアルタイムの撮影画像処理に
より、部品加工の数量や時間の自動集計を行
う機能と、事前に設定した動きとは異なる状
況が発生した場合、その箇所の動画で確認
を行える紐付け機能が付加されている。ま
た、記録動画そのものから、稼働データや不

具合発生情報のみを取りだすこともできるた
め、事後分析も可能だ。
　少しずつ開発を重ねることにより、ただのシ
ンプルなビデオ撮影が、カメラの台数増加、
各種データとのリンク、センシング機能（セン
サーによる計測・判別機能）の付加など機能
を向上してきた。現在のIPSシステムは、不具
合発生時の原因究明などの効率化（事後保
全）、状態監視による不具合の未然防止やメ
ンテナンス工数の削減（予防保全・予知保
全）などが可能になった。
　今後は、量産前の垂直立ち上げや、突発的
な不具合対応の自動制御・自律制御を可能
にし、人間を介さなくても最適な制御システ
ムが働くような仕組みを構築していきたいと
考えている。そして社内の工場間だけでなく、
企業間で“つながる工場”の実現を目指してい
る。

IoT化は小さなところから確実に

　リコーインダストリーで開発されたこの画
像解析システムALRは、近年、リコーグループ
のリコージャパンより販売が開始された。ほぼ
カメラを設置するだけという手間いらずかつ
安価であるため、IoT化の一歩としては手軽に
利用できる。篠崎氏は企業のIoT化について、

「IoTやビッグデータの活用などと巷では言わ
れていますが、まずはスモールスタートが良い
と思います。大掛かりなIoTシステムを導入す
るのはリスクも高く、大きな成果は得にくいで
しょう。小さくても着実に成果を重ね、進めて
いく事が大切です」と述べた。まずは手近な
一歩がIoT化となる……それが、現場の声に
耳を澄ませ、長年の改善によりシステムの開
発を重ねてきた、同社の実感である。
　ALRを社外へ提供しはじめたのは最近だ
が、自社内で活用し始めたのは10数年前から
である。リコーグループでは、当時から100ヶ
国以上200万台にのぼる複写機のトナー残
量や紙の枚数を、独自のプロトコルで集計、
必要なところに瞬時にサービスを届けてきた
（同取り組みは関連のリコージャパンによ
る）。その根底には、リコーにおける問題解決
は“なぜ”の前に“何が”起きているかを把握
するべき、という考えがある。「無駄なくタイム
リーに現状を把握するということには、長く取
り組んできました」という実績に支えられた
言葉が裏付けるように、『つながる工場』化へ
は、リコーの長年の取り組みの成果が活かさ
れている。

ES事業部　SI技術センター所長　篠崎憲一氏 スペシャリスト　徳永淑広氏

特　集

（図2）

（図3）（図１）

●会社情報

“見える化”を基盤に『つながる工場』を
目指して

　リコーインダストリーは、複合機、プリン
ターなどの画像製品とその関連製品を生産
するメーカーであり、リコーグループの海外生
産拠点の製品立ち上げや改善も担うマザー
工場でもある。同社では「生産のリコーウェ
イ」を掲げており、その考え方のひとつである
“事実に基づく＝見える化”を基に、『つながる
工場』を支える仕組み「インテリジェントプロ
ダクションシステム（IPS）」を実践している。
（図１）
　IPSシステムの概要は、「製造現場の事実
情報をIoTで繋ぎ、事実に基づいてリアルタイ
ムに意思決定する」仕組みである。各種セン
サーや画像監視ツールから工場内の情報を
得て、“見える化”したものを共有し、スタッフ

が即時に解決する。
　この仕組みができるまでは、機械のトラブ
ルが発生した際、予測をもとに分析していた
ため、かなりの時間かかっていた。そのため
に、まず各装置のデータをデータベースに貯
め、トラブル内容や対応時間などとリンクさせ
てグラフ化し、関連付けをすることで、事後保
全（トラブル対応）の時間を半分にしていたの
だ。しかしこの手順では、不具合の原因解析
のために別途ビデオ撮影をしてから、その画
像を分析し、分析結果をもとに保全時間を増
やすという手順をとる。言わば後追いのため、
時間や管理コストがかかっていた。

独自の「画像監視ツール」

「ビデオ撮影も解析も同じ画像を使うのだ
から、はじめから撮影したデータと稼働情報

をリンクさせていれば、解析時間が短縮でき
るのではないか」。その発想にもとづき、ビデ
オ撮影をしながら自動検知をするツール
「オールラインレコグナイザー（ALR）」を開発
した。仕組み自体はシンプルで、他社工場で
も導入が可能なものだ。それは、小型のIPカ
メラ数台を工場内に設置し、動画を撮影しな
がら自動で機械の不具合を検知するのであ
る。（図２）
　下記例では、撮影用の画面に“検知ウイン
ドウ”を設定し、ロボットがおかしな動きをし
た場合、警報が発令される。この独自の画像
監視ツールを用いたIPSシステムにより、これ
まで例えば20時間かかっていたロボットの不
具合改善が、3時間で可能となった。（図３）
　この機能を活かせば、既設の機械やロボッ
トの改造は必要なく人間の動作もデジタル
チャート化でき、不具合が発生した時の変化

現場のためになる
IoTをめざした
“つながる工場”への
取り組み
リコーインダストリー株式会社

　リコーインダストリーは、生産ラインの情報を活用した仕組みを構築する事により、高品
質・低コストの生産を実現した。工場を IoT 化するにあたって、ES 事業部の篠崎憲一氏は「す
でに稼動している機材を IoT 化するのは、実際にはとても大変。いまある資産をそのままに、
何とか見える化できないかと考えて、改善を重ねています」と説明する。
　現在、システムの一部はすでにメーカーから中小企業にまで提供されている。同社の『つ
ながる工場』と、実践的なシステムについて ES 事業部のお二人に話を聞いた。

検知ウインドウ設定
動画

必要な時に必要な場所へ、かんたん設置

ＩＰカメラ８台が、別々の機能を並行で実施

自動検知 警報リストの
時間から再生

警報リスト
自動作成

カメラ設置の様子

現場のパソコンでリアルタイム確認

電子黒板（IWB）画像監視ツールシステム概要

専用サーバ

製造現場の事実情報をⅠoTでつなぐ！
・見える化 ・分析

生産ラインの情報を活用し、高品質、低コスト生産を実現するシステム

事実を把握！ 事実を把握！ 事実を把握！

事実に基づく
意思決定！

ALR・・・ http://industry.ricoh.com/alr/
IWB・・・ http://www.ricoh.co.jp/iwb/
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を進めるメーカーの取り組みIoT

株式会社ワールド山内
■設立：1983年6月
■住所：〒061-1274
　　　　北海道北広島市大曲工業団地4丁目3-33 
■T E L：011-377-5766　■FAX：011-377-5779
■事業内容：ステンレス製品の高度技術加工、非鉄金
属加工、金属加工、レーザー加工、機械加工、切削加
工、各種製品の溶接・組立、表面処理、塗装

ワールド山内、受注～納品の概要

連携し、レーザー加工機、タレットパンチプレ
ス、ベンダー加工、ロボットなどへのプログラ
ムの変更が容易で、「工場内では1つの絵（＝
3D図面）を回すイメージ」だと言う。

●見積、営業管理、製造手配システム
　見積→受注→手配はすべて営業担当者が
行う。手配された案件には工程納期が組まれ
るが、多くの製造業では工場長クラスが決め
る経験値が必要な難易度の高い作業であ
る。ワールド山内では営業の誰でも決めるこ
とができる。それを可能にしているのは『未来
の見える化システム』だ。各工程、本日分何件
完了しているか、何件残っているか、担当者
が誰であるか、昨日、今日、明日、明後日･･･リ
アルタイムで確認できる。さらに全工程を一
覧で見ることもでき、自分の担当する工程だ
けでなく前工程、後工程すべての状況が見え
る。よって適切な納期設定が可能で、納期遅
れが発生することはまずない。

●生産管理システム
　工場では、アマダ社製のvFactory、ヤマザ
キマザック社製のSmooth Monitorを利用し
て機械の稼働状況の管理を行っている。特
別な操作も無く、基準どおりの手順を踏めば
自動的に加工実績が取得されるので、作業
者にストレスを与えない。
　又、将来このデータを会計システムと連動
させ単品や製品毎の原価すなわち利益の見
える化も視野にいれている。

人のためのIoTシステムを構築する

　どのシステムにおいても、開発の際に力を
注いでいるのは、システム上の『リアリティの
追求』である。これは、現場とシステムのタイム
ラグを無くし、システムができるだけ今に近く
なることを追求している。たとえば、現在では
まだ、入力やデータ取り込みなどで30分～ 1
時間のズレが生じることもある。しかし今後
は、入力する、閲覧のためにページを開く、と
いった作業を省けるシステムを開発し、今現
場で起きていることがリアルタイムに近い時
間差でシステムに反映されるようさらに改良
していく。最終的には、現場スタッフが生産に
かかわる作業を行うだけで、自動的にデータ
を取得し、リアルタイムに目に付く場所に表示
できることが理想だ。このように、従業員が生
産作業だけに集中でき、『IoTのために行動し
なくて良い』仕組みを目指している。
　現在、ワールド山内では『リアリティを追
求』したデータに基づき、1日3回の現場ミー
ティングを行っている。システムにより確かな
データが存在するので、「言った、言わない」
などの水掛け論によるトラブルは無い。また、
全工程の状況が見えるため、前後工程との関
係が明らかになり、かつては存在した「自分の
工程以外は関係ない」という考えが改められ
た。システムの改良を重ねてきたことで、情報
共有がスムーズになったほか、工程全体への
理解が深まり、従業員の間に信頼感が生まれ
てきた。次第に、繁忙期の人員調整や、「急ぎ
でやってほしい」などの相談が気軽にできる
ようになった。今では全社一体となって顧客
の要求に対応する体制ができている。
　この20年、ワールド山内では『モノと人をつ
なぐIoT』を目指してきた。IoT化されたシステ
ムを最大限活用することで、従業員はより働
きやすい環境で、生産に集中できる。それに
より顧客は、求める製品を確実に得ることが
できるのだ。

顧客に選ばれる仕組みづくりを

　山内氏は「北海道内の仕事を道内の製造
業で取り合っても仕方ない。道外の仕事をい
かに獲得できるかが重要」だと考えている。
現在、引き合いの70%は北海道外。本州の
メーカーが“わざわざ北海道に出すメリット”

を感じてもらえるよう、コスト・品質・納期に
こだわってきた。
　まずコストについては、できるだけ人手をか
けないことだ。システムで代用することで、非
間接部門の人員は最小限に抑える。その分、
生産に人員を充てることで、生産量があが
り、品質の追及に注力できる。さらに『製造過
程』の保証＝トレーサビリティの仕組みをシス
テムにより創り上げてきたことで、より高品質
なものを提供できるようになった。納期に関し
ても、システムでの納期管理が徹底しており、
もはや物流コストはハンディにならないと自
信を持つ。
　2016年4月、山内氏は社長に就任した。以
降は会社代表という立場でプロジェクトを主
導し、工場に設置しているカメラを活用した
新たな管理の仕組みづくりや、検査システム
の確立、現システムのスマートフォン用アプリ
開発などを進めている。
　北海道の地から、世界に向けて。ワールド
山内はこれからも、独自のIoTシステムによっ
てものづくりを発信していく。

特　集

●会社情報

月産最大10万点を実現する

　株式会社ワールド山内は、北海道北広島市
に主力工場を持つ板金加工を中心としたも
のづくりメーカーである。設計から、板金加
工、機械加工、溶接、塗装、組立までを一気通
貫で製作できる。月産10万点、1日あたり
4000点もの部品を製作している。そのうちリ
ピートが約半分、その他、新規が1/4、試作が
1/4。取引先は、年間約300社にも上り、1社依
存を回避している。
　これほどの顧客数、製品点数を可能にした
のは社内の情報すべてをつないだ自社開発
システムである。約20年前、“IoT”という言葉
が普及する以前に、インターネットで『モノと人
をつなぐ』取り組みを開始していた。
　このシステム開発を推し進めた代表取締役
社長 山内雄矢氏は取り組みを始めた理由に
ついて「従業員のため、お客様のために改善
を重ねた結果の自然な流れだった」と言う。

山内氏が入社したのは1998年。当時、製造現
場にいた山内氏は、従業員に仕事のやりがい
を感じてもらいたいという強い思いがあった。
さらに、従業員が働きやすい環境を作ること
で、生産効率も上がり、顧客のためにもなる
のではという考えもあった。そこで入社当時か
ら感じていた、非効率的な作業や不透明な業
務の見える化など、社内状況の改善に取り組
み始めた。「どうすれば最も効率がよくなるだ
ろう」と追求した結果、今の自社開発システム
ができあがった。

ワールド山内システム

　ワールド山内の社内システムは、一部メー
カーが出しているものに手を加えてはいるが、
それらと自社のシステムを連動させ一元管理
することができるのが最大の特徴である。図
面管理、見積、営業管理、製造手配、生産管
理、品質管理、会計、といったすべてのシステ

ムを連動させ、人とモノの流れがすべて見え
るようになっている。また、社内のタブレット
端末からも閲覧、操作が可能で、パソコン操
作が苦手な人も簡単に社内システムにアクセ
スできる。

ここでは特徴あるシステムの一部を紹介する。
●図面管理システム
　ワールド山内の生産の鍵を握るのは3D図
面である。ワールド山内には常に様々な加工
依頼が舞い込む。多くは2D図面で、手書き図
面、中にはポンチ絵もある。こういったすべて
の加工依頼を3DCADで図面にする。非常に
大変な作業ではあるが、この後すべての工程
が楽になると言う。図面は1つの案件の親図
面と子図面をすべて紐付けてファイル管理し
ている。展開履歴や、変更履歴の一覧を確認
することも可能だ。
図面管理システムは、SOLIDWORKSをベー
スとしており、アマダ社製のシートワークスと

一元化された
社内システムによる
未来を見据えたものづくり
株式会社ワールド山内

代表取締役社長　山内雄矢氏

お客様

納品

発注

v-factory
Smooth-Monitor

生産管理システム 検査システム

不適合情報管理システム

作業時間管理システム
出荷管理システム

工場

ワールド山内 System

営業製造・手配システム

見積システム

3Ｄ ＣＡＤデータ
図面データ

図面管理システム

発注・在庫管理システム

受注・出荷システム

ＴＫＣ

会計システム

工程納期設定

アマダ
vFactory

稼動状況確認

ヤマザキマザック
Smooth Monitor
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に取り組む企業

HILLTOP株式会社
■設立： 1980年9月1日
■住所： 〒611-0033 京都府宇治市大久保町成手1-30 
■TEL： 0774-41-2933
■FAX： 0774-41-2926
■E-mail：hilltop@hilltop21.co.jp
■事業： ・装置開発（各種自動機、治具設計、ソフト 
  開発 、デザイン）
 ・Foo's Lab（IoTデバイス開発）
 ・機械加工（切削加工、機械加工、精密機械 
 　部品製作）
 ・表面処理（アルマイト処理））

おいて幹事企業であるHILLTOPは、米国、
欧州も含めて、毎年、10 ～ 20の展示会出展
を意欲的にこなす。Webにおいても「エミダ
ス」「Facebook」「Twitter」など様々なツール
を利用して、常に顧客創造を行っている。この
顧客創造こそが、HILLTOP成長の原点だ。大
卒出身の若いスタッフが、HILLTOPの社員
の中心層である。その若い社員たちが創り上
げるマーケティング力により、HILLTOPで
は、年間100社以上の新規顧客開拓を行って
いる。
　新卒採用における求人募集においてもこの
マーケティング力は強く発揮されている。毎年
の新入社員応募数は1,000人を上回り、その
中から、知的体育会系の意欲を持つ社員を
採用する。そうして若く自由な発想を取り入
れ、社員ひとりひとりが能動的に動く組織を
作っている。

進化するIoTシステム＝“HILLTOPシステム”

　新規顧客・新規案件が半分を常に占める

HILLTOPの基幹システムを、“HILLTOPシ
ステム”と呼ぶ。通常は、特定の顧客に対して
製造システムが出来上がっているが、
HILLTOPの場合は常に毎月、新規顧客から
の受注があり、それに対して素早い対応をし
ていくのが特徴だ。そこで、見積→受注→設
計（CAD/CAM）→生産管理→出荷→回収の
流れを、様々なソフトウェアを組み合わせなが
ら管理している。
　多くの製造業では、多元的なソフトウェア
を扱う場合、その変換作業があるために、見
積システム、生産管理システム、CAD/CAMシ
ステム、解析システムなどを統合して動かすこ
とが難しい。しかしHILLTOPシステムでは、
ソフトウェアメーカーから常にソースコードの
提供を受け、自社システムと連動させている。
　同システムのさらなる特徴は、進化し続け
ていることだ。自社開発を行っているため、常
に最新のソフトウェアと連動している。若いも
のづくりのプロを目指すプログラマー集団が、
世界の製造業の動向を常に意識しながら、新
しいモノづくりに挑戦する。これこそが

HILLTOPシステムの真髄である。システムや
製品は常に進化していく。この進化について
いく社員教育および、顧客創造を行い、それ
に伴いさらにシステムが成長していく。
　加えて、事業形態もここ数年で急激に変化
しつつある。アルミ加工専門で始まった同社
だが、若手プログラマーが徐々にエンジニアと
して成長している。現在は『装置開発事業』に
おいて、メーカーのパートナーとして自動機や
ロボットの企画から、構造設計、そして製造ま
でを担う部門が売上に寄与し始めた。さらに
『Foo’s Lab事業』という新規事業もある。そ
こは、様々な作りたい人のアイディアを形にす
る部署だ。特に基板やソフトウェアにおいて
創造する意欲を持つ人が自由に参加できる場
を提供している。これら新規事業が少しずつ
形になると、山本が当初想像したお茶の水博
士の工場が完成していくと思われる。
　常に進化を続けるHILLTOP。その挑戦は
始まったばかりだ。若手のプログラマー集団
が、今後、どう成長していくのか……新しい日
本製造業の形が、ここにある。

特　集

HILLTOP株式会社

●会社情報

HILLTOPシステムの成り立ち

　HILLTOP株式会社は、京都府宇治市に本
社を置く、社員数約90名、売上15億のアルミ
加工専門工場である。現在は、ロサンゼルスに
も工場を構え、米国向けに多品種小ロットの
アルミ加工品を売っている。特に米国では、3
年で社員数15名ながら、約3億、顧客数300
社近くに成長している。このHILLTOPの根幹
を担うのが、IoTを駆使したHILLTOPシステ
ムである。
　HILLTOPのビジネスモデルの考案者でも
あり、代表取締役副社長の山本昌作の原体
験は、自動車産業の2次下請けの切削加工業
である。山 本 が 両 親 の 意 向 を汲 み、
HILLTOPの前身である山本精工に入社した
当時の仕事は、近くの自動車メーカーから、量
産の機械加工品を2次下請けで受けていた。
毎日、毎日、同じものを削って、油まみれに
なって、儲からない。「なぜこんな仕事をしな
ければならないのか？」という疑問がある中、
生きるために仕事をこなしていた。

少量多品種の24時間稼働工場

　山本が常に心に描いていたのは、昔、子供
の頃にTVで見た「鉄腕アトム」のワンシーン
である。御茶の水博士が、手書きで書いたポ
ンチ絵をロボットに入れると製品が出来る、
それを実現しようと考えたのが、HILLTOPシ
ステムの源泉だ。
　山本は、早くから小ロット多品種加工品の
自動加工システムに目を向けていた。また山
本は、2000年代の初頭から、マシニングセン
ターを「3Dプリンター」と呼んでいた。その主
張は、「パソコン上（ソフトウェアの中）で仕事
をしているのであって、あくまでもマシニング

センターは、プリンターと一緒や」というもの
であった。
　多品種単品小ロットの無人加工への挑戦
は、1982年頃から始まった。世の中に8ビット
のPCがではじめた頃である。PCが一般に普
及するずっと前から、この離れ業を実現する
ために、何年もの間、失敗に失敗を重ねた。
　小ロット品を自動で加工するためには幾つ
もハードルが重なっていく。「プログラムを素
早くこなしていく」「加工品芯出し等のセッ
ティング作業をなくす」「複数加工パレット
チェンジャーの設置」「複数の加工品に対応
するためのツールチェンジャー（200本対
応）」など、数々のハードルを乗り越えて、山本
が描いていた“HILLTOPシステム”は、1991
年に最初の完成形となった。それ以降も日々
改善を繰り返し、精度を高めていく。
　そして現本社工場設立（2007年）から、山
本の大きな挑戦がスタートする。

新卒採用と社員教育

　山本は、社員を“プログラマー”と呼ぶ。「う
ちの社員は、工員や、職人ではありません。全
員がプログラマーです」。
　2007年、新社屋完成と同時に始めたのは、
新卒採用及び社員教育である。全員がプログ

ラマー、と言っても、中途採用のスタッフに一
定レベルの教育を施していくのは、難しい。そ
こで、山本は、新卒の採用を大掛かりに始め
た。中小企業ではありえないほどの採用費と
時間を掛けながら、新卒者を毎年、入社させ
ていった。入社した社員は、半年間、専門教育
を受ける。全員が3Dを学び、同時にボール
盤、旋盤、フライスなど、汎用機の研修も受け
る。全員が、CAD/CAMのプログラムが出来、
機械加工のこともわかったうえで、実業務に
移っていくのである。
　社員の多くは、ものづくりがしたい、自分で
創りたい、そういった社員だ。同社では、その
創造の芽を育てる教育プログラムを作ってい
る。そうして、新しい時代の職人としての教育
を受けた社員が、HILLTOPシステムを運用し
ていく形が出来上がってきたのだ。

中小企業らしからぬマーケティング力

　HILLTOPの大きな特徴の一つがマーケ
ティング力である。マーケティングを形作るの
は、若手の社員である。マーケティングは、大
きく分けると新規顧客発掘と求人募集におい
て、大きく力を発揮している。
　顧客開拓力については、加工型の中小製造
業でもトップクラスである。京都試作ネットに

IoTを駆使した
アルミ単品加工
24時間稼働工場

IoT
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加工屋が作る
生産管理システム

大企業・中小企業を越え、つながる工場への実証実験を実現

　（出展：経済産業省およびロボット革命イニシアティブ協議会（RRI）

i-Look用パソコン

専用wifiを通して、
パソコンにデータを送信

飯山精器株式会社

に取り組む企業

稼働監視システム『i-Look』
IoT化の第一歩へ

1944年創業。丸ものを中心に、切削、研削加工での精密部品加
工。納入先は油圧のバルブやシリンダーの部品がメインで、ほか
モーターなど。コバールやチタンなどの難削材が取り扱える強み。
2012年、ベトナム（ハイフォン）に、飯山精器ベトナムを設立。

武州工業株式会社（東京）
「スマートフォンを利用した機械動作情報収集装置」
「Raspberry Piを利用した機械動作情報収集装置」
スマートフォンやiPodTouchといった廉価な情報端末を用いて、機械の動
作状態を収集し可視化するツールと、 機械の動作状態を収集し可視化する
ツール。また、同社独自の統合管理システム「BIMMS」を、AWS上で提供
しており、出退勤・生産指示・倉庫在庫管理・工程不良管理・生産実績管
理・品質管理・状況分析など、日々の決算ができる仕組みを構築してい
る。

　丸ものの精密部品加工を得意とする飯山
精器（長野県）は、４年前、独自のERPシステ
ム開発に着手した。「多品種少量生産に当
たって、事務作業が多く、いよいよ納期管理
や省力化に力を入れていく必要性を感じまし
た」と社長の寺坂氏は言う。その後2016年半
ばにはほぼ完成し、今や同業種の加工業者
が工場を見学に来ては、「うちにも導入した
い」と希望するようになった。システム導入費
が一般的な生産管理システムに比べ格段に
安いこともあり、10人ほどの工場から数百人
規模の会社まで、２ヶ月に１社ペースで導入
が決まっている。
　完成したシステム『i-PRO』は、見積りから
生産手配、工程管理、支払い処理まで、すべ
てのデータをリアルタイムに分かりやすく表
示する事で、タブレット端末を通して一目で
把握できる。これにより一見してどこに何があ
るかが分かり、進捗がすぐ確認できるように
なった。また納期改善だけでなく、監査の際
にも「管理がちゃんとできている」と信用が得
られるほか、社員の“見られている意識”も向
上し、仕事に臨む姿勢が変わった。さらに、

データが蓄積されることで、過去トラブル管
理も可能となる。結果、当初に目標としていた
省力化と工場の見える化に繋がった。

　多品種少量生産における現場の「こうだっ
たらいいな」を具現化したシステム『i-PRO』。
飯山精器はこのシステムを、70台以上のNC
機を保有する日本本社工場に導入している。
同社を訪れた企業は、実際にi-PROが導入さ
れた現場を見
学し、“現場か
ら生まれた、
現場のための
システム”であ
ることを実感
する。
　寺坂社長は
「今後はトレー
サビリティに
力を入 れ た
い」とさらなる
開発に力を入
れている。中小

企業は技術は持っているが、製品や材料な
どの管理に手を焼いている現場も多い。とく
に航空機関連など、部品点数が多く似通っ
た製品が多いと、トレーサビリティの管理が
重要となる。70年以上も多品種少量生産を
極めてきた飯山精器だからこそ、痒いところ
に手が届き、さらに安価であるという“加工
屋のためになるシステム”の実現に力を入れ
ている。

IVI（Industrial Value Chain Initiative）の取り組み

特　集

稼働監視・沿革稼働監視
ヤマザキマザック株式会社（愛知）
「マザック　スマートボックス　パッケージ」

安全・簡単に工場内を IoT 化。マザックがシスコシステムズと共同開発し、
現場ネットワークの設定とネット ワークセキュリティの強化を容易化し、
MT コネクト規格による工作機械の稼動データの収集を行う。収集した稼
動デー タをオフィスや現場内で”見える化”するための稼動監視ソフトウェ
ア「スムースモニタ」が本パッケージに付属する。

現場等の見える化全般

NECプラットフォームズ株式会社（東京）
「生産IoTスターターキット」
IoT 活用を段階的に実現していく最初の入口としてNEC が提供しているプ
ログラム。設備単体など部分的なスモールスタートから試行し、ラインの
稼働を簡単モニタリング。

安川情報システム株式会社（福岡）
「工場設備の見える化スターターパック」
IoT 化を始めたい企業向けに、通信アダプタ「MMLink-3G」や IoT クラウ
ドサービス「MMCloud」、データ収集ゲートウェイなどをパックで提供。

IoT導入のお試し・IoT製品試作
株式会社マクニカ（神奈川）
「IoTを活用した予知保全導入支援サービス

IoT 予知保全に必要なセンシング、通信からデータ収集、振動解析などの
すべての要素に対しての導入支援。、機器の構成に応じたセンサーの選定
および最適な箇所への取り付け、最適な通信方式を基にしたクラウドシス
テム等でのデータ収集、最終的に診断解析する必要がある。 専門性の高い
この悩みを解決し、導入支援するためのツール。

故障予知・設備診断

一般社団法人インダストリアル・バリューチェーン・イニシアティブ

センサーにより三色灯の点滅を検出し、無線LANでデータを送信。
稼働状況の確認、稼働率の管理をリアルタイムで行い、
エクセルデータで出力も可能。

「設備産業の稼働率を上げるのが、売上UPの最短ルート」
その考えのもと、飯山精器でもベトナム工場へ導入し、
日本で海外拠点の状況を管理している。

会社情報　飯山精器株式会社
【TEL】0269-26-7851 【住所】　383-0053 長野県中野市草間1162-15　
【FAX】0269-26-7942 【問合せ】技術部技術課　坂本 卓哉

IoT への取り組みIoT

中小製造業向け　　　　ツールIoT

i-PRO 標準業務フロー

　「IVI」は、メーカー、中小企業問わず、ものづくりの現場を持つ企業
が集い、さまざまな活動を行っている。 2016年のJIMTOFでも、日本
初の 「つながる工場」についてセミナーを行い、その仕組み作りを目指
し、人を起点とした日本版インダストリー4.0に取り組んでいる。
　活動内容は、ものづくり競争力強化のための研修やセミナーのほ
か、WG（ワーキンググループ）として企業を越えてチームを組み、製造
現場における特定の課題について実際に取り組んでいる。ふだんはラ
イバルである同業者であっても、規模のまったく異なる企業であって
も、お互いに手を結び、業務の共通化、効率化を図る機会にもなって
いる。
　2016年のWGでは、約25のテーマに取り組んだ。たとえば、『複数工
場間での工程進捗と納期管理』（富士通、三菱重工ほか）、『プレス機
とパネル搬送装置における予知保全』（トヨタ、オムロンほか）、『中小
企業の水平連携における技術情報の伝達と共有』（由紀精密、今野製
作所ほか）、『工場内の全ての設備の実稼働状況管理』（ツバメックス、
シムトップスほか）など。数社１チームで実証実験を行い、実用化のた
めにフィードバックを重ねていく。
　社員10数名の企業から、数万人のメーカーまで、参加会員は幅広
い。「ものづくりの現場を持つ企業」であれば正会員の資格がある。 

2016年9月末時点で、メンバー数は500名超で、正会員のうち大企業
約70社、中小企業約40社となっている。
　自社だけでは取り組めない課題でも、チームを組むことで実現に近
づいていく。IVIは『つながる！ものづくり』を掲げ、各企業の固有の技
術が相互につながるしくみを構築し、広い意味でのものづくりが、それ
ぞれの現場や、部門や組織の垣根を越え、さらに企業や国や文化の
垣根を越えてつながり、そこに参加したすべての人びとのバリューが
相互に高まることを目指している。

（取材先： IVIエバンジェリスト　鍋野敬一郎氏）

会員種別 会員区分 年会費

大企業 10万円（一口）

中小企業 1万円（一口）

大企業 10万円（一口）

中小企業 1万円（一口）

学術会員

サポート会員

正会員

無料

賛助会員 10万円（一口）
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「受託加工」で培った
焼入技術を反映した一品一様の設備

高い性能をもつ30台以上の
自社製「焼入設備」で対応

あらゆる経験を踏まえ、従来方案に
囚われない新たな焼入方案を提案

■本　　　　社

■東京営業所
■名古屋営業所

〒581-0092 大阪府八尾市老原6-71
TEL（072）991-1361／FAX（072）991-1309
〒105-0013 東京都港区浜松町1-12-14 昭和アステック5号館3F
〒460-0022 愛知県名古屋市中区金山1-9-17 金山スズキビル7F
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安倍総理大臣の東南アジア
（フィリピン，インドネシア，ベトナム）
経済ミッションに同行

安倍総理大臣の東南アジア
（フィリピン，インドネシア，ベトナム）
経済ミッションに同行

ベトナム訪問　安倍首相とフック首相

フィリピン・ダバオにて、ビジネス会合

NCネットワーク・ニュースNEWS

1月12日

下請け取引法改正について下請け取引法改正について12月14日

　1月12日から、フィリピン、インドネシア、ベトナムにて開催されたビジネス会
合、拡大首脳会合、歓迎晩餐会等、大手企業に交り中小企業代表として、各地に進
出するエミダス会員企業9社と共に各会合へ参加し、現地の取り組み等発言をして
まいりました。
　また、1月16日に行われた、フィリピン・オーストラリア・インドネシア・ベト
ナム訪問についての内外記者会見において安倍総理は、フィリピン及びインドネシ
ア経済ミッションに同行した伊藤製作所様が発言した、現地の人材育成に関する取
り組みについてもコメントを頂き、各国の経済ミッション参加はとても有意義な機
会となりました。

2016年12月14日、国会で13年ぶりに下請法（下請け取引基本法）が、改正された。
安倍政権になってから、政府は、中小製造業に対しての様々な施策を打ち出してきた。ものづくり助成金、減価償却の一括償却、
海外人材派遣制度の雇用期間延長（3年→5年）など、これまでも中小製造業に対しては、手厚い方針を貫いている。
今回の改正の目玉は、手形取引の短期化、現金取引化である。
政府の発表に応じて、すぐにトヨタ自動車が、支払いを現金にする、と発表した。
もうひとつ、プレス、成形などの製造業にとっては、木型・金型の保管費をメーカーが負担する、というルールが法制化された。

１、親事業者と下請け事業者は共存共栄で！
２、一方的な原価低減は、止めましょう！
３、単価には労務費が上昇した影響を反映しましょう！
４、金型・木型の保管コストは、親事業者が負担！
５、支払いは現金で！手形の場合は、親事業者が割引料の負担を！
６、業界で自主行動計画を作り、親事業者は積極的に協力を！

以上の6項目を中心に下請け取引法が大きく改善された。
今後、国の方針として、中小製造業を応援していく、というメッセージだ。

詳細は、中小企業庁ホームページにて！

日　程 地　域 同行会員企業 当社同行

フィリピン

インドネシア

ベトナム1/16
～1/17

1/15

1/12
～1/13

㈱伊藤製作所 伊藤社長（三重県）
㈱日本デザインエンジニアリング 岩壁社長（東京都）
マテックス㈱ 的場社長（大阪府）

執行役員 経営企画室
室長 金澤亜希子

㈱伊藤製作所 伊藤社長（三重県）
㈱オプコ 高橋専務（愛知県）
㈱コージン 小柴社長（富山県）

代表取締役 内原康雄

㈱エクストエンジニア渡邉社長（福島県）
㈱遠藤製作所 遠藤社長（山形県）
大野精工㈱ 大野社長（愛知県）
㈱プレック 村井社長（東京都）

執行役員 エミダス事業部 
部長 大塚哲久
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6度目の共同出展を迎える、NCネットワークの
「ハノーバー・メッセ2017」出展。今年は7社が揃
い、2016年出展に引き続き短納期に焦点を当て、
“１ Week Delivery From JAPAN”のキャッチコピ
ーをブースに掲げます。前回の出展時も「本当に？」
「できるわけがない！」と来場者からの質問が続出し
ましたが、試作品ならば航空機でヨーロッパまで運び
１週間納期が可能だとわかると、現地の方々は強い興
味を示してくれました。
　昨年、実際に見積依頼を受け取った日本の出展参加
企業数社は、今年も引き続き共同出展に名を連ねてい
ます。また、共同出展をきっかけにドイツに事務所を
設立した株式会社ジェイアンドシーは、現地拠点を武
器にさらなる展開を試みています。そのほか過去に共
同出展した企業からの紹介や、メッセにて出展ブース
を視察しての参加決定など、それぞれの企業が明確な
期待を持って参加してくださり、NCネットワークと
しても出展準備を重ねてきました。
　出展に際しては、各種手続き代行やブース・周辺物
の準備のほか、他ブースの企業のリストから製造業関
連の出展企業をリストアップ。当日は各自展示会場内
でのブース訪問に役立てていただけます。この試みに
より、昨年は、40社（ヨーロッパ20社、中国・台湾
20社）から深い商談と見込みを得た参加企業もあり
ました。このような事前準備や情報共有のための余裕
が持てることは、共同出展ならではのメリットでしょ
う。また、日本企業数社で出展することにより、ブー
ス内での互いのサポートも可能です。さらに会場内で
も日本ブースは目を引き、根強いJAPAN QUALITY
への期待を実感しています。
　ハノーバー・メッセ2017には、約70ヵ国・地域か
ら6,500社が出展し、約80ヵ国・地域から20万人以
上の来場者が見込まれています。また展示会のパートナ
ーカントリーであるポーランドは、対外直接投資はもと
より、イノベーション企業とスタートアップ企業誘致に
向けた展示を行うなど、見どころ満載の展示会です。本
メッセならではの特色や傾向について、過去連続５度の
出展経験を元に分析し、４月、出展に臨みます。

【展示会 概要】

2016年11月11日（金） 4月24日～28日

2017年4月24日（月）～28日（金） ５日間（9:00～18:00）
HANNOVER MESSE 2017（国際産業技術見本市）

●開催場所：ドイツ・ハノーバー国際見本市会場

●主催：ドイツメッセ株式会社（Deutsche Messe AG）

●2017年パートナーカントリー：ポーランド

【共同出展企業】 ※50音順

NCネットワーク・ニュースNEWS

出展社名 業　種 地　域

株式会社飯塚製作所

カワソーテクセル株式会社

株式会社サクラテック

株式会社ジェイアンドシー

東海アヅミテクノ株式会社

株式会社山岸製作所

株式会社ライン精工

奈良県

大阪府

福島県

神奈川県

三重県

群馬県

岐阜県

自動車部品・高圧クーラントポンプ
部品・機械工具部品
水冷ヒートシンク・セラミックス
製真空絶縁部品

精密切削加工・治工具製作

パーツ加工・プレス金型

精密金型・精密部品・治工具

薄肉部品・5軸複合加工・半導体
製造装置部品
冷間鍛造用金型製作・超硬金型、
治具製作

　当日日中は、総勢95社にブース出展いただき、事前マッチング
を行った結果、約450商談が行われました。間仕切りのない展示ブ
ースでは、気軽に隣のブースを見学したりと、ストレス少なくいく
つもの企業訪問ができたとの声もいただきました。また、お隣同士
で目があってからの、ご挨拶～お仕事の話が始まる場面も見受けら
れました。
　また、会場では、協賛企業によるミニセミナーも開催しました。
同じ業種でも、今まで係わりのなかった業種・業界・地域の新たな
出会い、新たな発見の中、今後の協力関係に期待を持てる商談会と
なりました。

参加者の声
「潜在的な需要について気づいていただけるよい機会であり、通
常の不特定多数の展示会開催よりも効率的なものとなりました」
「今回出会った企業と、相互に工場見学を設定し、それぞれの強
みで協業できないか模索中」
「かなり身近な相談が多く、直接取引に繋がる提案もいくつかあ
りました」

　夕方よりスタートした「エミダスだよ！全員集合!!」。14回目の
開催を迎える本イベントは、日本製造業最大級の交流会です。今回
は、東京・虎ノ門ヒルズに全国から約400名の方が集いました。

　基調講演では、ファナック株式会社の代表取締役会長 兼 CEOの
稲葉善治氏より「IoTが切り開く製造業の未来」についてご講演い
ただきました。
　その後の懇親・交流会では、海外からの参加者も含め、情報交換
が行われました。各製造業の会社経営者を中心に、メーカー、若手
次期経営者のほか、製造業に関連する書籍や映像作品関係者も参加
し、幅広いものづくりの話に花が咲きます。各社の参加目的によっ
て、さまざまな繋がりが生まれていました。

参加者の声
「商談会の中でご挨拶出来なかった企業様へのご挨拶が出来て良
かったと思いました」
「交流会を通して、同業者様の動向等を知ることができ今後の参
考になりました」

商談交流会 エミダスだよ！ 全員集合!!

当日は、「商談交流会」と「エミダスだよ!全員集合!!」を同時併催しました

※産業技術分野で世界最大の B to B 専門展示会

ドイツ展示会「ハノーバー・メッセ」に共同出展します第14回エミダスだよ！ 全員集合!!　開催レポート！第14回エミダスだよ！ 全員集合!!　開催レポート！
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2000年代初め、中国・東南アジア諸国のモノづくり企業が勢力を伸ばしていた頃。
試作の先駆者、京都にある株式会社最上インクスは、日本製造業の未来を
『試作開発』に見出した。
そして今も、仲間たちと共に世界へ挑戦している。

長男の鈴木滋朗氏（現：最上インクス社長）
は1998年に入社し、30名程度だった社員
数は、2017年現在では100名を超えるまで
になっている。
　当時、『工場らしくない工場』を目指した
のは、京都の街中に溶け込んでこそ、良いモ
ノづくりができると考えたからだ。しかし都
市の真ん中にあっては、大物を製造する工
場を建てることは出来ない。そのため、小物
に特化することに決め、現場の面積を取れ
るように一階から三階のすべてを工場とし
て設計した。
　三朗氏は、社長に就任する前から「会社
のビジョンと理念を明確にしなければなら
ない」と感じていた。1990年の創立40周年
を“第二創業”と位置づけ、会社作りに取り組
んだ。会社の理念とビジョンを策定してCI
（コーポレート・アイデンティティ）を実施。幹
部や社員を巻き込んだ1年がかりのプロジ
ェクトを始めた。この時の徹底的な議論が、
その後の経営のベースとなる。
　しかし明確に売り上げが上がるまで、約
10年もの歳月を要した。時間がかかった理
由のひとつについて三朗氏は、「まだ事業の
ビジョンとビジネスモデルがはっきりしてい
なかったのでしょう」と振り返る。“ここ”で“こ
んなことがやりたい”というイメージが明確
ではなかった。もうひとつの理由は、たとえ
ビジョンとビジネスモデルを明確にしても、
それを実行する人材がいなかったことだ。
　当時、社員の平均年齢はおよそ45歳。こ
れから10年20年先を考えていくのに、その
頃には彼らは定年退職してしまう。絶対に若
い人材が必要だった。高卒の就職活動が解
禁となる7月、求人票を持って関西地域の高
校に足を運んだ。しかしバブル期の大手企
業も大量採用の時代。なかなか採用には至
らず、入社しても多くが辞めていった。それで
も新卒採用を諦めなかった。社員20名弱に
対して新卒採用者が11名という年もあった
が、試行錯誤を繰り返し人材育成に努めた。
そんな中で残ったメンバーが若いながらも

力をつけ始めた頃、理系
大卒の学生の採用を開
始した。彼らには技術を
担当させ、開発にも力を
入れた。この頃から、三
朗氏が理想とする会社
の姿に近づき始めたの
である。
　そして1996年、『薄板
金属加工のコンビニ戦
略』を打ち出した。それま
で売り上げ全体の10%程度だった『試作』を
50%まで引き上げる。これがこの戦略の肝
だった。

　1992年には、ドラッカーの経営理論を学
ぶ『ドラドラ会』を、京都機械金属中小企業
青年連絡会のメンバーと共に発足した。
1997年には『未来企業の会』と名を改め、
未来の企業経営について真剣に議論を重
ねた。そして三朗氏がたどり着いた結論は、
日本のモノづくりの目指す先は“世界の開
発分野を担うこと”であった。というのも、今
後さらに量産製品は低コストを求め、中国
をはじめとするアジアにシフトしていくこと
は目に見えていた。日本製造業が生き残っ
ていく道として、開発にかかわること、すなわ
ち『試作』に可能性を見出したのである。
　当時『試作』は中小企業がメーカーに無
償提供するイメージがあるほど、儲からない
仕事だと言われていた。しかし三朗氏は『薄
板金属加工のコンビニ戦略』の中で、確実
に試作の売り上げが伸びていることを実感
していた。「＜試作＝京都＞のイメージを作
りたい」と、『未来企業の会』で志を同じくし
た山本精工株式会社 山本昌作専務（現：
HILLTOP株式会社 副社長）と共に『未来企
業の会』の仲間を説得し、2001年『京都試
作ネット』を設立。これは京都府内の中小製
造業がインターネットを通じて共同受注す

るシステムで、発足時には10社が参加。初
代の代表を三朗氏が務めた。
　とにかく一番旗をあげようと必死だった
が、土台作りはおろそかには出来ない。発足
後も毎月会議を行い議論を重ね、三朗氏は
『京都試作ネット』を周知するために奔走し
た。
「モノづくりの発展系を次の世代に残した
いんです。量産製品が海外に出るなら日本
ではなにが出来るのか……その答えが『試
作』だと考えました。メーカーから仕事をも
らうという構造は避けられないですが、開発
を支えるパートナーになることは出来ま
す」。また、京都は開発や試作に向いている
とも考えている。昔から産業の中心であり、
平野が少ないので小回りの利く小さい工場
が多く、優秀な大学もあるからだ。
「試作は『オモロイ』でしょう。『オモロイ』と
いうのは京都の人が大事にしている感性。
単に面白いのではなく、独自性があることが
重要です。試作は高度な技術、今までに無
いことを考えないといけません。これは『オ
モロイ』仕事です」。
　今や試作ネットの参画企業は50社を超
え、世界中から問い合わせが来る。最近では
企業だけでなく研究機関との共同開発案件
も多い。モノづくりで世界の開発のパートナ
ーとなるため、京都の『試作』は進化を続け
ている。

株式会社
最上インクス
株式会社
最上インクス

　1967年、18歳の鈴木三朗氏は、当時入
社したばかりだった大阪の電気設備事業関
連会社を1ヶ月もたたずに辞めた。理由は、
父、嘉行氏が社長を務める最上プレス（現：
最上インクス）の子会社、最上精機の立ち上
げに参画するためだ。プレス部品の組立に
携わり、現場、営業、管理の経験を積み、
1970年に同社の代表取締役に就任した。
夜遅くまで工場に残ることもしばしばだった
が、６年後に父の嘉行氏から「これだけ一
生懸命やっても結果が出ない。そろそろ最
上プレスに来たらどうか」と声がかかり、最
上精機は解散した。同じく三朗氏も、プレス
部品組立という商売の限界を感じていた時
だった。
　三朗氏が24歳で最上プレスに入社する
と、会社を継ぐ予定だった兄が別の道で独

立すると言う。それなら、と三男である三朗
氏が会社を継ぐことになった。しかし三朗氏
は「このままでは会社の将来が無い」と感じ
ていた。当時、社員は15人ほどで仕事は
100%プレスの下請け。「今から大量生産型
に切り替えても、他社に追いつくのは難し
い。少量多品種を徹底的にやっていこう」。
当時は珍しい経営戦略であったが、これが
見事に当たり、順調に売り上げを伸ばした。
　創業者の後継者として入社した三朗氏。
もともと経営に興味があったにもかかわらず
自分が社長になるということに、ずっと鬱念
とした気持ちを抱えていた。「社長の息子だ
から社長に……というのは、嫌でした。社長
になる技量があってこそ社長になるのが自
然な流れです。僕が赤ん坊の時から働いて
いる職人さんを技術で追い越すことは出来
ない。社員には出来ないことをやろう、と思
いました」。

　当時の最上プレスは、品質管理、生産管
理がまったく出来ていない状態。さらに仕事
は下請け中心のため営業はしていない。三
朗氏は現場・管理・営業に実際に入り、体制
作りに力を入れた。「この会社を良くしたい
という熱意は誰にも負けないし、それで負け
たら後継者としての価値は無いと考えてい
ました」。

　1985年、三朗氏が代表取締役に就任し
た年、新社屋が完成した。「人の集まる工場
にしたい」という強い思いで、木造で狭く暗
い工場のイメージを一掃し、『工場らしくな
い工場』を目指した。目標は、自分の息子が
入りたいと言ってくれる会社。「社長の息子
も入りたがらないのに、人様の子どもが入っ
てくれるか！」、そう奮起した。その言葉通り、

■社長の息子

■第二創業

■『試作』

経営者の軌跡経営者の軌跡経営者の軌跡

本社工場

創 　 業 ： 1950年12月
所 在 地 ： 本社　京都市右京区西院西寿町5番地
従業員数 ： 97名（グループ総数136名）

1950年 12月 京都市西院平町３５にて鈴木嘉行が最上営業所として創業
1965年 1月 株式会社最上プレスを設立
1985年 3月 新社屋完成に伴い、本社工場移転
  鈴木嘉行が会長に鈴木三朗が代表取締役社長に就任
1991年 4月 株式会社最上インクスに社名変更
2010年 2月 鈴木三朗が代表取締役会長に、鈴木滋朗が代表取締役社長に就任

 ■会社概要

 ■沿革 

saburo suzukisaburo suzuki

相談役 

鈴木 三朗氏

相談役 

鈴木 三朗氏

京都試作ネット立ち上げ時の会議

創業40周年祝賀会
社名変更、理念と

ビジョン発表

昭和40年代半ばの
最上プレスの現場
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シカゴ
デトロイト

サンフランシスコ

ロサンゼルス

ニューヨーク

NCネットワークの海外拠点よりWorld Column

１． 信用調査
　まず新規取引にて売掛で商売する場合、与信（Credit Line）設
定の為に信用調査として、よく「ダンレポをとる」という言葉がでま
す。ダンレポ＝Dun & Bradstreet Business Information 
Reportです。売り上げ、支払い状況や会社沿革などの一般企業情
報が掲載されています。

２． 引き合い（RFQ）
　受託加工の取引がはじまれば見積もり依頼が来ます。 RFQ=
Request For Quotationの略です。購買担当者からのメールの
タイトルがNew RFQとなっていたりすると嬉しく思いました。貿易
の教科書などでは、引き合い＝Inquiryとよくありますが、Quote 
をRequest、のほうがよく聞きますね。

３． 図面（Drawing）
　受託加工では日本と同様に、図面（D r aw i n g）と数量
（Quantity）、納品日（Delivery Date）などの情報が来ます。納期
が特に無い場合はリードタイム=Lead Timeを回答します。自動車
の量産などでは、別紙でたくさんの要求事項があり、理解するには
日本等での業界経験が必要だなと感じました。

４． 見積（Quotation）
　重要な見積業務ですが、Eメールでの回答だけで良い場合や、き
ちんとした書面で出す場合などがあります。日本では試作メーカー
さん等は一日で見積回答頂けますが、アメリカでは急ぎの案件でも
数日かかったりします。また、アメリカ
企業からの自動車部品加工の量産見
積書では、注意書きだけで１ページあ
りました。訴訟社会アメリカであるが
ゆえなのでしょうかね。

５． 注文書（PO）
　注文書（PO=Purchase Order）が無いと動けない、というのは
アメリカのほうがより感じます。早くスタートしたいので「POはまだ

か」とよく会話します。弊社での経験では、専用ポータルサイトでの
受領か、一般的にはEメールでPDFファイルが送られてくるケース
がほとんどでした。

６． 現品票（Label）・納品書（Packing List）
　荷物に現品票＝Labelを貼りますが、発注主が大企業の場合は
バーコードが印刷された指定伝票で、専
用ポータルサイトでダウンロードしたりし
ます。また、A4程度の送り状=Packing 
Listを添付するなど、日本と同様の出荷
作業をします。大手自動車メーカーとの量
産取引などでは、EDIによる電子データ交
換での出荷処理などが必要で、想定外の
投資が必要なケースもあります。

７． 請求書（Invoice）
　納品が終わったら請求書=Invoiceを発行します。日本と違い、
アメリカではBtoBは基本的に税抜きです。Eメールでの送付が
一般的ですが、郵送したり、FeｄExやUPSで荷物を発送する場合
は、上記6の納品書と一緒に添付したりします。
　また、貿易ではInvoiceは必須で重要書類です。金額を低く間
違える（過少申告する）と関税額が下がるため罰金をとられるケー
スもあります（ブラックリストに載ると輸入が難しくなります）。

８． 売掛金（Accounts Receivable）、
　 買掛金（Accounts Payable）
　アメリカでは日本と違い、未入金や支払い
遅れなどがよくあります。日本人駐在員が一
番よく使う単語かもしれません(笑)。担当者
に悪気はないようですが日本では考えられな
いことがアメリカでは頻繁にあります。SAP
をはじめERPなどのITがなぜアメリカで成長
したのかわかるような気がします。

株式会社NCネットワーク

アジア担当　大塚 哲久

ベトナム
アメリカ

タイ

Vietnam Thailand United States of America

アメリカの実務とよく使う英単語

NCネットワークアメリカ

代表　角田 洋晴

迅速な見積と短納期の日本流。米国HILLTOP社

今回は米国での製造業の「実務」のあるあると、そこでよく使う「英単語」をいくつか業務フロー順に挙げてみました。
英語圏のお客様との商談の際にでも、ご参考になれば幸いです。
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電動自転車屋さん

電動自転車3人乗りとバイク群集

電動自転車2台とバイクで携帯電話

NCネットワークの海外拠点よりWorld Column

　ベトナムのバイクの多さは皆さんも映像でご覧になったことが
あると思います。特に大都市のハノイ、ホーチミンでは慢性的な
交通渋滞、排気ガスによる大気汚染も問題になってきています。
　近年、電動バイク、電動自転車を見かけるようになりました。
購入理由は大気汚染抑制の為といったことではなく（そういう人
もいますけど）、特に電動自転車の場合はお手ごろな価格と運転免
許が要らないといった事が人気の理由のようです（電動バイクは
免許が要ります）。
　特に若い世代、学生などには人気があり、学校の行き来で2人乗
りしているのを良く見かけます。しかしこのバイクの群衆の中
に、音のしない電動自転車が縦横無尽にバイクの間を縫って走る
光景は、年頃の子供を持つ親としては心配でしょうがありませ
ん。バイクとぶつかったら間違いなく電動自転車の方が大怪我を
するだろうと思います。明らかに子供が乗っている光景も見かけ
ることがあり、たくましいですが、危なっかしくて見ている方が
怖いです。
　ちなみに電動バイク、電動自転車の違いについて、ベトナム人
の多くもあまり認識しておらず、無免許で電動バイクに乗ってい
て、警察に捕まって初めてその違いに気づいたという話を聞きま
す。電動バイクや電動自転車は外観が何となく太っているのがバ
イクで、痩せているのが自転車なんていう判断の仕方をしている
ところがあります。

　多くの外国人はタクシーやレンタカーで移動をするので気づき
ませんが、毎日バイクを使用しているベトナム人は、シャワーを
浴びると黒い泡になるくらい空気が汚れているのに気づかされる
そうです。中国やインドの大気汚染ニュースは皆よく知っていま
すが、まだ自分の住んでいる場所はあそこまでではないと思って
いるようです。今後、バイク、車の台数がもっと増えてきて、大
気汚染が深刻化してやっと何かを変えないといけないのではとな
るのだと思います。これはきっと日本も同じだったと思います。
　恐らく10数年後には車社会になると言われていますが、ハノイ
やホーチミンのような大都市ではお手軽に移動ができる事、環境
にもやさしいという事で、電動自転車は重宝されていくのではと
予想します。
　経済が一気に成長していく過程では、環境問題はどこの国でも
通ってきた課題だったのだと思います。バイクが生活の重要部分
を占めるベトナムでは、一回の充電での走行距離やパワーなどの
問題が購入に待ったをかけている部分がありますが、エンジン仕
様と遜色のないパフォーマンスを得た時には一気にその市場が広
がる可能性を秘めています。
　ベトナムの風物詩である、バイクのクラクション音とエンジン
音が、電動になることで少し静かな街になるかな？と思うと少し
違和感があるのは私だけでしょうか？

株式会社ＮＣネットワークベトナム（NCNV）

担当　鈴木 一也

ベトナム
Vietnam

アメリカ

United States of America

ベトナムの電動自転車について

株式会社NCネットワークアメリカ

代表　角田 洋晴
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World Column

　今年もこのコーナーでアジアの市場を皆さんと一緒に勉強して
いきたいと思います。
　まず今回は日系企業から見た世界市場を概観するために私がよ
く使っている経済産業省の「海外事業活動基本調査」を紹介しま
す。海外に現法を持つ日本本社約6,500社、保有拠点約24,000
社の情報を集約したものです。経産省ウェブサイトからダウンロ
ードできますので是非ご覧ください。業績、本社への配当方法、
人材課題等とても勉強になります（社内の報告資料にも使えま
す）。
　その中で、海外の主要市場での製造業現法の販売・調達金額の
『現在』と『10年前の比較』をご覧ください。【下図】

　先ず販売金額について、アジアは北米の約2倍の72兆円にも上
ります。欧州と比較するとその差は5倍に広がっています。10年

前のアジアは北米とほぼ同じでした。その後アジアは急成長し、
北米1個分の市場が新たに生まれたことになります。北米は微増、
欧州は逆に減っています。
　次に調達金額も同じくアジアは10年で約2倍に成長していま
す。調達について注目してほしいのは日本から各エリアへの輸出
です。アジア向けは約30％伸び、北米は▲25％、欧州は半分以
下になっています。現地調達率は増えていますが、競争力のある
製品は今後も輸出拡大が十分期待できます。更にこれからは中
国・タイ・ベトナム等の三国間取引も期待できます。既に海外に
拠点を持つ会員さんも中国からタイやベトナムへ輸出を拡大する
種まき強化の相談も多く寄せられます。
　これらの市場で私達日系企業にとって如何なるチャンスがある
か、それを如何に見つけるか、これからもFNAグループ拠点や海
外の会員さんの声を通じて勉強し、共有していきます。

FNA（ファクトリーネットワークアジア）グループ

CEO　井上 直樹

日系企業にとってのアジア市場は
“北米の2倍、欧州の5倍”
更なる成長も期待

アジアへの挑戦④

製造業現地法人の
販売先（売上高）の
状況

製造業現地法人の
調達先（仕入高）の
状況

アジア

2005年度 2005年度

2014年度 2014年度

単位：10億円単位：10億円

参照：経済産業省「海外事業活動基本調査概要」

72,562

12,250

371

712

欧州

日本

13,519

北米
33,607

アジア
36,182

7,790

354

766

欧州

日本

15,907

北米
30,030

アジア
49,407

11,509

2,193

5,264

欧州

日本

8,274

北米
20,807

アジア
27,805

8,757

4,895

6,961

欧州

日本

11,542

北米
21,460
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展示会情報
日本 （2017年2月～4月）

地域 都 市 開催日 展示会名 出典内容 会　場

ベ
ト
ナ
ム

ハノイ 2/23-24 FBCハノイ2017　ものづくり商談会 
製造企業及び関連企業が材料や部品の現地調達、自社製品の
販路拡大をはかるため、在ベトナム日系企業をはじめ、ベト
ナムローカル企業が集まり、自社事業及び製品をPRする業
界特化型の展示会＋商談会

National Exhibition 
Construction Center Hanoi

ド
イ
ツ

ハノーバー 4/24-4/28 HANNOVERMESSE2017

工業オートメーション、エネルギー、モビリ・テック、デジ
タル・ファクトリー、インダストリアル・サプライ、研究開
発およびテクノロジー、風力発電技術、表面処理技術、圧縮
空気・真空技術、パワートランスミッション・コントロール
システム

Hannover Exhibition 
Grounds

タ
イ バンコク 6/21-6/23 Mfairバンコク2017ものづくり商談会 製造業企業にサービス、製品を提供する非製造業企業

商社　IT（ソフト開発） 人材 物流 など
Bangkok International 
Trade & Exhibition Centre 
(BITEC)

中
国

広州 3/1-3/3 広州国際レーザー・溶接工業展覧会 レーザー、溶接、切削 中国进出口商品交易会展馆

上海 3/1-3/4 中国工作機械展覧会
中国プラスチック機械工業展 工作機械（CME2017中国机床展） 国家会展中心

上海 3/8-3/10 アジア3D プリント・付加製造展覧会
（TCT Asia 2017）

CAD/ CAEソフトウェア、3Dプリント、成形＆ツーリン
グ、工作機械、計量、検査 上海新国际博览中心

上海 3/14-3/16 国際半導体設備・材料・製造・
サービス

エレクトロニクス, マイクロエレクトロニクス, オプトエレ
クトロニクス, 半導体技術, 電子部品, マイクロウエーブ技術, 
センサーシステム, スイッチ, リレー, 接続部品, 計測値表示
システム, 検査器具, その他電子産業用機器･機材･設備･周辺
機器など

上海新国际博览中心

北京 4/12-4/14 中国（北京）国際スマートシティ・
IoT　技術応用展覧会 都市計画、建設、インフラ 中国国际展览中心

主要三品目
◎液晶関連部品　
◎電子機器部品
◎ヘルスケア関連部品

代表取締役社長　松本庸平

定量滴下装置

繰り返すことで育つ、“開発型”企業の戦略

株式会社 松本製作所
精密およびフィルムラミネートプレス

エミダス会員No. 77981

　株式会社松本製作所はまもなく創業60年を迎えるフィルム加工メーカーである。しか
し創業当初は、弱電部品の樹脂機械加工品（絶縁板等）を製作していた。1975年に現在
のフィルム加工事業へ転換することになるが、その礎石となったのは、金型・治具・機械
装置などあらゆるモノを内製していたことにある。これら自社内での一貫した対応によ
り、試験、修正、検証を繰り返すことで、最短納期での改善・提案を可能にしている。
　同社の強みは『開発型』であることだ。自社開発だけでなく、お客様との共同開発を数
多く行っており、お客様のご要望にお応えすることで新しい技術開発にも繋がっている。
ここ数年での最たる例は、『定量滴下装置』の開発だ。最初はお客様からの、不織布テー
プをパッチ状に打ち抜いた場所にピンポイントでアロマオイルを滴下して欲しい、とい
う依頼があった。着手から半年。検証テストを何度も繰り返し、うまくいかない原因を追
究していくことで、やっと定量の液体を定位置に自動連続で滴下できる装置の開発に成
功した。現在ではその技術により、試薬分野などへの展開にも繋がっている。

開発型フィルム加工メーカーとして

　2015年、庸平氏が社長に就任した。1982年生まれの庸平氏は現在30代半ば。「お客
様とともに成長してきた歴史と技術を受け継ぐとともに、今まで以上にスタッフ全員で
モノづくりに必要な“前向き思考”を養いたい」と意気込む。社員一人一人が小さな改善
を積み重ねる環境をつくることが、企業の成長に繋がると考えるからだ。開発と同じく、
何度も繰り返し積み重ねることが、技術を高め、会社を強くしていく。
　現在、保有プレス機30台以上、ラミネート機10台以上。少量試作や大量生産について
も短納期である。多品種少量において月産100種類かつ100万枚に対応する生産管理体
制を確立、また大量生産としては多面取りの抜き打ちに挑戦し、１ショット数百個の生産
をすることで、月産１億個以上の対応実績がある。これはロールフィルムからの連続プレ
ス加工を自社内製で確立したことで実現できた数字だ。
　品質要求が高まる中、1989年からクリーンルームを導入した。現在では作業場全棟を
クリーンルーム化し、材料受け入れ後、包装までを一貫してクリーンルーム内（クラス
10,000～100,000）にて対応している。
　さらには時代の潮流に合わせ、今まで得意としてきた電子部品以外の分野にも進出し
ようと、展示会出展やWEBでの営業にも注力している。新たな業界からの新たな要望に
お応えすることで、開発を重ね技術を育て、次の世代に繋げていく。

30代新社長就任からの未来

住　所 ● 〒566-0042
  　大阪府摂津市東別府5-1-40
T E L ● 06-4862-8883 
F A X ● 06-4862-8884
社員数 ● 70名
「会社HP」
　　　  ● http://www.matsumoto-ss.co.jp/

代表者 ● 松本 庸平

エミダス・スタイル

エミダス会員Pickup

お問い合わせ ● 土田 隆司

地
域 都 市 開催日 展示会名 会　場 取扱品目

前回来場者数／
出展社数

※同時開催/併催展を含む場合あり

東
日
本

東京 3/1-3/11 スマートエネルギーWeek2017 東京
ビッグサイト

IoT/M2Mシステム向け半導体・デバイス、
電源ほか

71,665人／
1,513社 

東京 4/5-4/7 高機能素材Week2017 東京
ビッグサイト

工作機械、鍛圧機械、工作機器、超硬工具、制御装置および関連
ソフトウェア（CAD、CAM等）ほか

59745人／
1214社

東京 4/12-4/15
・INTERMOLD 2017
（第28回金型加工技術展）
・金型展2017
・金属プレス加工技術展2017

東京
ビッグサイト

ダイカストに関連する製品、機械、
装置、副資材など

47756人／
440社

横浜 4/19-4/21

OPIE'17
・レーザーEXPO 2017
レンズ設計・製造展2017
赤外・紫外応用技術展2017
光測定＆ポジショニングEXPO 
2017
メディカル＆イメージング
EXPO 2017
宇宙・天文EXPO 2017
・マイクロナノ応用技術展
・産業用カメラ展2017

パシフィコ横浜

・レーザー装置およびその応用技術・製品・システム、レーザー材料・
光学部品・光部品、実験機構部品・測定器・周辺器材・ソフトウェ
ア、その他関連製品

・レンズおよび関連材料、設計ソフトウェア、研磨、洗浄、加工装置、
その他

・赤外線光源、赤外線センサ、赤外域光学材料、赤外線応用装置、紫外
線光源、紫外線検出器、紫外線光学材料、紫外線応用装置、その他

・各種位置決めステージ、コントローラ、アクチュエータ、光学部品、
材料、画像処理機器、画像処理ソフトウェアなど

・メディカル・イメージング、メディカル・フォトニクス、バイオ・イメー
ジング、バイオ・フォトニクス、関連機器、要素部品、材料、ソフト

・曲率センサー、シャック、ハルトマンセンサ、アクチュエータ、赤外線
画像検出器、、その他

15132人／
335社

東京 4/19-4/21 MEDTEC Japan 2017ほか 東京
ビッグサイト

工作機、メディカル プラスチック、メディカル 金属・工具、メディ
カル RP・CAD/CAM、メディカル ロボット・オートメーション、メ
ディカル・パッケージング、メディカル測定・検査、医療用エレクト
ロニクス、スマートヘルス、BIOMEDevice

34018人／
504社

千葉 4/19-4/21 TECHNO-FRONTIER 2017 幕張メッセ
モータ、モーションメカニズム・コントロール・センサ、組込みコン
ピュータおよび周辺機器・関連技術、センサ関連製品・技術、パ
ワーエレクトロニクス関連製品・技術他、メカトロニクス・エレクト
ロニクス分野の製品や技術全般

31403人／
504社

東京 4/27-4/28 第8回試作市場＆微細･精密加
工技術展2017

大田区
産業プラザPiO 機械加工技術、RP造形法、関連機器など 2711人

東京 6/7-6/9
JPCA Show 2017 (第47回国
際電子回路産業展) - 2017プ
リント配線板技術展
（PWB Tech）

東京
ビッグサイト

片面・両面・多層プリント配線板、フレキシブルプリント配線
板、ビルドアップ配線板、フレックスリジッド配線板、セラ
ミックス配線板、金属ベース（銅・アルミ等）プリント配線
板、その他のプリント配線板、関連書籍など

40428人／
760社 

東京 6/13-6/16 FOOMA JAPAN 2017 国際食
品工業展

東京
ビッグサイト

食品製造・加工機械・装置、原料処理機械・装置、衛生管理機
器・装置、鮮度管理・品質保持機器・装置、包装,充填機械・装
置、保管,搬送機器・装置、計測・検査機器、汎用機器、エンジニ
アリング、生産流通システム、環境対策、保全、リサイクル機器

94497人／
686社 

東京 6/21-6/23

第28回 日本 ものづくり ワールド
・第21回 機械要素技術展
・第28回 設計・製造ソリューション展
・第8回 医療機器 開発・製造展
・第25回 3D＆バーチャル リアリティ展

東京
ビッグサイト

CAD、CAE、生産管理システム、３Dプリンタ、軸受・ベアリ
ング、ねじ、ばね、加工技術、計測機器、バリ取り機、試作、
OEM、3DCG技術、高精細ディスプレイなど

87285人／
2318社 

西
日
本

名古屋 4/12-4-14 第2回 名古屋ものづくりワール
ド2017

ポートメッセ
なごや

CAD、CAE、生産管理システム、３Dプリンタ、軸受・ベアリ
ング、ねじ、ばね、加工技術、計測機器、バリ取り機、試作、
OEM、工場設備、工場備品など

29236人／
707社 

中国・ASEAN （2017年3月〜2017年6月）

30 31



NCネットワーク新潟　代表　川田 剛

本社・大阪・名古屋NC 拠点だより

～NCネットワークゴルフ部通信～
ゴルフコンペ開催報告

広島・新潟・北陸

広島

名古屋

新潟大阪

日本の労働力人口の減少に立ち向かう

2016年11月より群馬エリアサポートスタート！！
こんにちは、ＮＣネットワーク新潟の川田です。
１１月１日よりこれまでの新潟県・福島県・山形県に加え、群馬県までが
営業サポートエリアとなりました。移動時間を見ても、

群馬県エリアの挑戦する
製造業のために、全力で
サポート致します。
（新潟、福島、山形の会
員の皆様も引き続き宜
しくお願い致します）

　日本の人口は2008年のピークから減少傾向で、労働力人口の減少にも歯止めがか
からなくなっています。世界的にも労働力人口の減少は問題視されていますが、日本の
場合は国際比較でも際立っており、経済成長を妨げる要因になることが懸念されてい
ます。
　富山県にも労働力人口の減少に伴い、企業の生産性が落ちてしまう事を危惧してい
る企業があります。
　2004年に富山県下新川郡朝日町で創業した有限会社イージーエンジニアリングで
は、産学官連携を活かし企業の生産性が落ちないよう、ゼロベースからの自動機開発を
行っています。近年では製造現場に１台置けるよう、低価格な3Dプリンタも開発。日本
の国際競争力を維持するために挑戦し続けています。

北陸
NCネットワーク北陸　所長　堀江 祐介挑戦する北陸製造業　第三弾

有限会社　イージーエンジニアリング

→ 福島県 約２時間
→ 山形県 約３時間
→ 群馬県 約２時間

　定期的に活動しておりますNCネットワークゴルフ部。2013年に第
１回を開催後、2016年10月8日には、〈第５回挑戦する製造業杯〉
を大阪池田カンツリークラブにて開催しました。たくさんのご参加あり
がとうございました。また遠方からのご参加もありがとうございまし
た。優勝は前回から２連覇！オグラ金属㈱ 小倉賢大様。グロス76で優
勝。最下位は160というとても幅広いスコアの決戦でした。次回は、
2017年秋頃、関東近辺で開催予定です。
　NCネットワークでは、リアルに交友を築いていただく場として様々
なクラブ活動をしております。ゴルフ部では随時募集を行っております
ので、お気軽にお問あわせくださいませ。

　2017年3月3日（金）、広島営業所「開所式」を開催いたします。
12年間の本社勤務を経て、地元である広島県に居を移し、念願の営
業所を開設させていただきました。これまで訪問できていなかった挑
戦する製造業の皆さまと一緒に、情熱あふれる仲間と出会い、刺激的
な情報を交流させ、ＮＣファンとなっていただけるよう活動します。
　今後は中四国・九州エリアの企業さまへ1社1社訪問させていただ
き、工場見学会やセミナーなど様々な企画をご案内するなど、皆さま
のお力となれるよう尽力いたしますので、よろしくお願い致します。

　2016年10月25日～29日に、ドイツのハノーバーで開催された『EuroBLECH2016
（世界最大規模の板金加工技術見本市）』を視察。最新鋭の板金加工機をはじめ、IoTや金
属3Dプリンターなど、次世代のものづくりをリードする展示が多数ありました。新技術、自
動化、スピード、省スペース、機械の剛性など、各国、各社の打ち出し方は様々ですが、顧客
と市場のニーズに合わせた開発を進めるメーカーが勝ち残る（当たり前のことですが）とい
う事を感じました。
　それにしても、ヨーロッパの展示会のブースは本当にカッコイイ。色の使い方や空間設計、
インパクトのあるデザイン。ブース設計をする身として多くの学びがありました。2017年4
月の名古屋機械要素展で複数のブースを設計しますので、ドイツで学んだことを取り入れた
いと思います。

会津のあかべこと起上り小法師 山形の佐藤錦 高崎のだるま 新潟のコシヒカリ

広島営業所「開所式」を開催いたします！本社

　ＮＣネットワークは、この度のＦＮＡグループとの経営統合により、
日系企業だけで3万社を超える顧客基盤を有することになります。今
後は、現地ローカル企業との取引を拡大し、中堅・中小製造業の海外
進出・輸出を総合的に支援する体制を整えると共に、製造業に密着し
た新サービスを検討・提供致します。また既存サービスにおいても更
なるサービス向上に努める所存です。
　今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。

＜お知らせ＞
NCネットワーク仙台につきまして、今後は本社管轄にてサポートしてまいります。
皆様のご期待に沿えるよう、これからも邁進してまいりますので、これからも変わらぬご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

ＮＣネットワークがＦＮＡグループと経営統合し
顧客基盤拡大

3Dプリンタ（製作：有限会社イージーエンジニアリング）

開所式概要
特別講演　「医療機器業界とイノベーション」 テルモ㈱ 中尾浩治顧問
パネルディスカッション　「挑戦する製造業の未来」 テルモ㈱ 中尾浩治顧問、㈱キャステム 戸田拓夫社長、オーティス㈱ 佐山修一社長

次回、2017年秋頃（関東近郊）

NCネットワーク大阪　代表　中西 宏仁

ＮＣネットワーク広島　代表　大谷 高史

EuroBLECH2016視察
NCネットワーク名古屋　代表  大谷 裕

【お問合せメール】golf-daisuki@nc-net.or.jp　【ゴルフ部】東京事務局 高橋・大阪事務局 中西

ですのでほぼ同じくらいの時間で移動ができます。
群馬県は今年の「魅力度ランキング」では４５位とかなり下位ですが、製造業に
携わる方は皆さんとても熱く、今後、製造業の活性化で魅力度をドンドン上げて
いきたいと思います。

ＮＣ
新潟

テルモ株式会社
顧問　

中尾浩治氏×
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NCネットワークは、挑戦する製造業のために世界最大級の製造業ポータルサイトを運営しています。

◎工場を検索する

◎生産財・機械を買う

◎モノづくりを知る

◎求人情報を探す

月間閲覧数600万ページビュー

キーワード・ エリアで検索 Q&A掲示板 
技術の森

技術動画

技術の森・技術動画

質問

回答

加工分類・

日本全国18,000社の製造業データベ
ースから様々な条件で希望する工場を
検索することができます。さらに、発注
掲示板を利用することで、自社に適し
た仕事を探すことも可能です。

「技術の森(製造業Q&Aサイト)」を通じ
て、製造業に関する基礎知識から日々
直面するモノづくりに関するお悩みを
解決できます。技術動画では加工技術
を学ぶことができます。

製造業に特化した求人・求職情報を閲
覧できます。製造業に特化しているた
め、両者のミスマッチが少ないのが特
徴です。

機械・工具、ソフトウェア、材料・素材、
中古機械に関する問い合わせや資料
請求が可能です。商品カタログもダウ
ンロードできます。

部品加工受託事業 ～製造業ネットワークを駆使した部品調達～
全国18,000社の製造業ネットワークを母体に、大手製造メーカーからの試作開発・量産部品の生産受託を行っています。
受託事例：ＥＶ / ＨＥＶ / ＦＣＶ 自動車関連、医療関連、鉄道関連、ロボット関連、等

エミダス事業部

加工事業部

機械加工

鉄道車両部品／産業用機械部品／バイク・自動車試作品
●神奈川県川崎市川崎区

●TEL：044-276-1038　●担当：野口 英之有限会社 大利根精機
平面研削加工／成形研削加工／ダストホイール受注販売

●静岡県浜松市西区
●TEL：053-487-0476 　●担当：新村 得夫有限会社 新村工業所

鋳造用木型／自動車用プレス木型／デザインモデルNC加工
●愛知県大府市

●TEL：0562-44-5388　●担当：古田 雅幸有限会社 一古田製作所
治具プレート製造／各種治具部品製造／クランパー・位置決め治具

●愛知県知多郡東浦町
●TEL：0562-83-5807　●担当：長坂 正樹株式会社 東浦技研

セラミックス研削研磨加工／セラミックスグリーン加工／セラミックス材料の販売
●愛知県瀬戸市

●TEL：0561-84-1588　●担当：田中 宏

●愛知県名古屋市中川区
●TEL：052-383-2002　●担当：本田 正幸

株式会社 名東技研
難削材加工／旋盤加工／NCフライス加工

株式会社 ホンダテクノス

●愛知県小牧市
●TEL：0568-71-1814　●担当：沓名 俊輔

複合加工部品／マシニング加工部品／航空機関連部品・治具

有限会社 沓名製作所

●愛知県安城市
●TEL：0566-97-0677　●担当：杉山 鉄治

自動車部品／医療用部品（試作）／航空機部品

曙工業 株式会社

●岐阜県関市
●TEL：0575-22-6006　●担当：加納 淳至

両頭研磨／ロータリー研磨／試作品～量産品の平面研磨

株式会社 KANO PRECISION

●滋賀県大津市
●TEL：077-524-3383　●担当：木田 慎二

旋盤／マシニング／切削二次加工

株式会社 サン機工膳所

各種マイクロシャフト／自動車重要部品／住宅機器部品
●茨城県古河市

●TEL：0280-76-4214　●担当：半田 良太三和精工 株式会社

株式会社 小松製作所
建設・農業・重機・医療・輸送機器、機械などの製造 

●長野県松本市
●TEL：0263-58-3330　●担当：小松 浩康

株式会社 瀬川鉄工所
パイプ曲げ加工／MIG/Tig溶接／プレス加工

●愛知県豊川市
●TEL：0533-93-3321　●担当：瀬川 裕常

株式会社 藤工業所
製缶板金／レーザー加工／アルミ溶接

●愛知県半田市
●TEL：0569-24-3422　●担当：藤村 学

光造形品／真空注型品／NC切削加工試作品（プラスチック）
●静岡県浜松市西区

●TEL：053-484-0491　●担当：宮本 武株式会社 プラテック

樹脂成形および金型

板金・製缶

鋳造用木型／マスターモデル／各種治具
●愛知県名古屋市南区

●TEL：052-692-1355　●担当：石川 義博丸石工業 株式会社
砂型アルミ鋳造／アルミ鋳造品二次加工／精密鋳造用木型製作

●愛知県高浜市
●TEL：0566-52-9260　●担当：鈴木 慎吾株式会社 マルサン木型製作所

精密打ち抜き金型／プレス金型／鈑金溶接部品のベトナム調達
●愛知県春日井市

●TEL：0568-32-3438　●担当：西脇 徹有限会社 カツミ工業

プレス・鍛鋳造および金型

複合旋削加工品／熱処理後の研磨・ハードターニングを含めた油圧バルブ内臓部品

●長野県中野市　●TEL：0269-26-7851　●担当：寺坂 唯史
飯山精器 株式会社

NC旋盤、NC自動盤、センタレス研磨での精密加工。チタン、コバールなどの
難削材加工を得意としています。2013年ベトナム／VSIPハイフォン工業団
地で操業を開始。2016年に生産管理システム「i-PRO」と稼働監視システム
「i-LOOK」を自社開発、販売開始。

機械加工

冷間鍛造用金型製作／超硬金型、治具製作／検査治具、高硬度材加工

●岐阜県各務原市　●TEL：058-386-8161　●担当：長瀬 徹
株式会社 ライン精工

超硬やセラミック、高硬度（HRC65～）材の切削加工、研削加工、鏡面仕上
げを得意としています。冷間鍛造用のプレス金型部品など、1μm単位の高精
度加工でお客様のニーズにお応えします。最新の各種測定機（三次元、真円
度等）を保有しており、品質保証体制も万全です。

機械加工

工作機械部品／半導体製造装置用セラミック部品／繊維機械部品

●愛知県刈谷市　●TEL： 0566-21-4701　●担当：中川 哲也
株式会社 小垣江鉄工所

工作機械向けのユニット関係部品をはじめ、高精度な加工が求められる主
軸関係の部品加工を得意としています。300台のNC工作機械を使い、旋
盤・マシニング・研磨加工に対応。治具もすべて社内で設計・製作し、リード
タイム短縮を実現します。

機械加工

自動車試作及び小ロット量産の板金部品／航空機エンジン部品・ガスタービン部品 ほか

●広島県広島市中区　●TEL：082-249-4450　●担当：田邊 孝次
シーコム 株式会社

総合試作メーカーとして、自動車部品試作を中心に、ガスタービン・航空機
エンジン等の多品種少量生産を得意とし、構想～設計～製作～ボデーの組
立まで一貫生産を可能にしています。対応材料は鉄・AL・SUS・Ti・Ni合金・
ジュラルミン等です。

その他（自動車部品試作・航空機部品製造）

低温黒色クロム処理／黒色表面処理／抗菌めっき（KENIFINE)
●静岡県浜松市中区

●TEL：053-471-6386　●担当：山岸 伸二三光製作 株式会社

表面処理

●愛知県半田市
●TEL：0569-27-7514　●担当：桑山 裕章株式会社 トライテクス

省力化装置等の設計、製作／自動化装置の設計、製作／搬送装置の設計、製作

ステンレス材主体の省力化自動機設計・製作／アッセンブリ／溶接
●石川県金沢市

●TEL：076-238-4718　●担当：村木 峰子株式会社 ムラキ工業

組立・完成品製造

●群馬県安中市
●TEL：027-393-2532　●担当：内田 光則株式会社 LUC

二次電池の組立加工／ブリスターパック加工／シュリンクパック加工
電池組立・運送・人材

打ち抜きプレス製品／ゴム加工品（成形品）／樹脂加工品（打ち抜き）
ゴム打ち抜きプレス

●東京都荒川区
●TEL：03-3806-5682　●担当：高橋 弘明株式会社 タカハシ

●静岡県浜松市東区
●TEL：053-434-4988　●担当：宇野 雅彦太田義尾機械工業 株式会社

中古機械販売／機械メンテナンス／KOMATSUプレス機販売
設備

中古工作機械／中古板金機械／中古機械の輸出業務
中古機械販売

●大阪府東大阪市
●TEL：06-6745-3191　●担当：田中 久美子村田機械 株式会社

その他

エミダス・プロ会員企業

エミダス・プロライト会員企業

新規エミダス会員紹介
新しくご入会いただいたエミダス・プロ/プロライト会員企業をご紹介いたします。（2016年12月末時点）

※表記は都道府県順です
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広東省

淅江省

江蘇省

山東省

上海市

ファクトリーネットワークチャイナ

登録会員数18,289社
（2016年12月）

NCネットワークアメリカ ロサンゼルス本社
NC Network Inc. 
責任者：足立 良介
21151 S.Western Avenue Suite 281 Torrance CA 90501
TEL：+1-310-755-2516　Email：usa@nc-net.com

　米国での製造業向け情報発信及び、試作・量産等の
　部品加工受託事業
　日本製造業の米国進出、営業所代行、マーケティング支援など

地域別登録数
地　域 会員数／社

上 海 市
浙 江 省
江 蘇 省
広 東 省
山 東 省
そ の 他

2,370
4,392
3,660
5,306
1,097
1,464

関　東　 6,751件
分布率 39.38 ％

甲信越

分布率 

件 

6.82％

北陸 470 件

分布率2.74％

中　部　2,462
分布率 14.36％

近　畿 3,888件
 
分布率 22.68％

中　国 656件
分布率  3.83％

四　国 216件
1.26％

九州・沖縄 571件
 分布率   3.33％

北海道 95件
0.55％

登録会員数
（2016年12月）

ＮＣネットワーク

17,931社

件

分布率

分布率

ニューヨークニューヨークシカゴシカゴ

サンフランシスコサンフランシスコ

ロサンゼルスロサンゼルス

デトロイドデトロイド

国　内 海　外

ハノイハノイ

ホーチミンホーチミン

エミダス・インフォメーション

1,170

ベトナム
エミダス登録会員数

711社
（2016年12月）

サービス提供会社数

1,100社
（2016年12月）

エミダス会員MAP

都道府県名 登録会員数／社 地域別登録数

786海　　外

ファクトリーネットワークチャイナ
Factory Network China Inc. 
代表者：井上 直樹
上海市長寧区天山路310号海益大厦9楼A単元

　中国工場・製品データベース検索、中国製造業ニュース、
　中国製造業向けビジネスマッチングサービス、製造業向け
　中国語雑誌発行
　中国に進出した日本ものづくり企業様向けの様々な
　中国内販支援サービス

NCネットワークアメリカ オハイオ・テクニカルセンター
NC Network Inc. 
代表：角田 洋晴
5650 Blazer Parkway, Suite 146,Dublin, OH 43017
TEL：+1-614-734-8384　Email：usa@nc-net.com

　米国での製造業向け情報発信及び、試作・量産等の
　部品加工受託事業
　日本製造業の米国進出、営業所代行、マーケティング支援など

東　北 866件
分布率 5.05％

NC Network Vietnam, JSC.,
代表者：大塚 哲久　Email：info@nc-net.vn
14 floor, Machinco buiding, No.444, Hoang Hoa 
Tham Street, Tay Ho District, Hanoi, Vietnam

ベトナムから調達のために「現地調達支援」
ベトナムへ進出のために「現地進出支援」
ベトナム調達前の「簡単調査」

FACTORY NETWORK ASIA
 (THAILAND) CO.,LTD.
代表者：北村 淳
11th Floor, Ramaland Building, No.952 Rama 
IV Road,
Khwaeng Suriyawongse, Khet Bangrak, 
Bangkok, 10500 Thailand

NCネットワーク
ベトナム

ファクトリーネットワーク
タイランド

北 海 道
青 森 県
岩 手 県
秋 田 県
宮 城 県
山 形 県
福 島 県
茨 城 県
栃 木 県
群 馬 県

埼 玉 県
千 葉 県
東 京 都
神奈川県
新 潟 県
山 梨 県
長 野 県
静 岡 県
愛 知 県
岐 阜 県

三 重 県
富 山 県
石 川 県
福 井 県
滋 賀 県
京 都 府
大 阪 府
奈 良 県
和歌山県
兵 庫 県

岡 山 県
広 島 県
鳥 取 県
島 根 県
山 口 県
愛 媛 県
香 川 県
徳 島 県
高 知 県
福 岡 県

長 崎 県
佐 賀 県
熊 本 県
鹿児島県
宮 崎 県
大 分 県
沖 縄 県

95
36
107
109
172
192
250
399
281
432

1417
465
2393
1364
415
173
582
601
1361
315

228
165
178
127
185
437
2418
131
65
609

201
291
52
40
72
89
58
37
32
248

50
27
73
48
60
56
9

代表者：川田 剛

〒959-1232
新潟県燕市井土巻2-157-2-B105
TEL：0256-61-2788 
FAX：0256-61-2789

新潟営業所

代表者：堀江 祐介

〒933-0902
富山県高岡市向野町3-42-1 
ハヤシビル2F-B
TEL：0766-50-9145 
FAX：0766-50-9146

北陸営業所

代表者：大谷 高史

〒730-0802
広島市中区本川町3-1-5
シーアイマンション2階
TEL：082-208-0714
FAX：082-208-0713

広島営業所

代表者：内原 康雄

〒111-0052
東京都台東区柳橋１丁目４－４ 
ツイントラスビル８階
TEL：03-5822-1480 
FAX：03-5822-1488

NCネットワーク
本社・仙台営業所

代表者：大谷 裕

〒460-0002
愛知県名古屋市中区丸の内3-18-1　三晃丸の内ビル6階
TEL： 052-253-5795
FAX：052-253-5796

名古屋営業所
代表者：中西 宏仁

〒543-0056
大阪府大阪市天王寺区堀越町9-8　
協進ビル302号
TEL：06-6773-0172
FAX：06-6773-0173

大阪営業所

タイランド
エミダス登録会員数

149社
（2016年12月）
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表2 表3

■資料請求

E-mail：mag@nc-net.or.jp

■アンケート

エミダス会員企業紹介

ご希望の資料に　印をつけてください。〔資料は各企業もしくはＮＣネットワークからお送りします。〕

皆様よりいただいたご意見・ご感想は、
今後の参考にさせていただきます。

ご意見・ご感想などをご記入ください

資料請求・アンケートにご協力いただいた方の中から抽選でプレ
ゼントいたします。
申し込み締め切りは2017年4月30日（日）です。必要事項をご記入
の上、左の切りとり線で切り取っていただくか、コピーしていただき、
FAXでお送りください。
E-mail：mag@nc-net.or.jpでも受け付けております。
当選者の発表はプレゼントの発送をもってかえさせていただきます。

ご記入ありがとうございました。

□　遠藤製作所（P.3）
□　武州工業（P.6～9）

＜特集＞  IoT

□　リコーインダストリー（P.12）
□　ワールド山内（P.14）
□　HILTOP（P.16）
□　飯山精器（P.18）

経営者の軌跡

□　最上インクス（P.24）

エミダススタイル

□　松本製作所（P.31）

■プレゼント
製造業小説「削り屋」……………… ３名様

そ　の　他

□　FANUC（P.2）
□　富士電子工業（P.20）
□　フュージョン（P.38）
□　エステーリンク（P.38）
□　マルマエ（P.38）
□　キャステム（P.38）
□　日進工具（裏表紙）

会社名

エミダス会員番号

郵便番号／住所

お名前

部署／お役職

電話番号

E-mail

年齢

FAX：03-5822-1488

資料請求・アンケート
FAXシート
資料請求・アンケート
FAXシート

エミダスマガジン2017年春号エミダスマガジン2017年春号

キ
リ
ト
リ
線

プ
レ
ゼ
ン
ト

● 

製
造
業
小
説
「
削
り
屋
」

プ
レ
ゼ
ン
ト

● 

製
造
業
小
説
「
削
り
屋
」
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ROBOCUT @-C+B ! 

ROBODRILL @-D+B ! ROBOSHOT @-S+A ! 

ROBONANO @-NM+A 

FIBER LASER FF6000+-MODEL A

@+-B/#+-B  SERVO

Series 0+-MODEL F

Series 30+/31+/32+/35+-MODEL B

R-2000+C/270FM-1+ACR-35+ACR-7+A/L

Edge Heavy

ファナック株式会社
本社〒401-0597　山梨県忍野村 0555(84)5555（代）

http://www.fanuc.co.jp

【ME-2307】特許取得

板金屋が追求した板金屋のためのバリ取り機

研磨ブラシ工具なしでワンタッチ着脱

メタルエステ

〒959-0113　新潟県燕市笈ケ島1365-1　 TEL.0256-97-4846　FAX.0256-98-4821
 E-mail：info@baritoriki.jp　URL：http://www.baritoriki.jp

株式会社エステーリンク

例
事
工
加

ワーク断面顕微鏡画像

加工前

加工後

加工前 加工後

加工前 加工後

●ステンレス素材（保護ビニールが付いていてもOK）

●パンチング形状

メタルエステ 検索

未来に挑戦するエミダス会員企業をご紹介します！

株式会社フュージョン
〒869-1205 熊本県菊池市旭志川辺1927-1
TEL：0968-37-4588　FAX：0968-37-4566

機械加工

原則２時間見積り！
スピードのその先へ。

見積・納期・レスポンスの速さを最大の武器に、

担当者：営業課長・濱田、
　　　　工場長・阿部

e-mail：info@kk-fusion.jp

金属切削加工、ワイヤー加工など

「スピードNo.1」×「最新の設備力」で他社に差をつけます！

春は出会いと別れの季節・・・

アイアンカフェは、

素直 で元気な人 を探しています！

S T A F F 募集

台東区上野 5 - 9 - 2 0  2 k 5 4 0  M 4

0 3 - 6 8 0 6 - 0 3 0 4 ( 岡本 )

i r o n c a f e 2 k 5 4 0 @ g m a i l . c o m

[ 募 集要項 ]
 / 金属未経験者可
 /  Hiring from all  nationalit ies  or  genders.
 
[ 待 遇 ] 　　　
 / 鉄クズ提供あり
 /  鋳造割引制度あり

半導体関係・ＦＰＤ分野で高成長するマルマエは、総合力で未来を拓く

半導体・ＦＰＤ・太陽電池製造装置の真空パーツや各種分野の高精度部品を製造しています。

〒899-0401
鹿児島県出水市高尾野町大久保3816番41
TEL.0996-64-2862　FAX.0996-64-2863

丸物

大物
加工

ユニット
組立

中・小物
加工

深穴

複雑
形状

溶接

マルマエの
真空パーツ

豊富な設備と経験で試作から量産まで対応

高精度

2006年 東証マザーズ上場
（証券コード6264）

www.marumae.com
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